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現
在
、
平
成
34
年
度
の
開
業
に
向

け
て
市
内
の
ト
ン
ネ
ル
や
高
架
橋
な

ど
の
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

西
九
州
ル
ー
ト
の
開
業
の
あ
り
方
に

係
る
関
係
６
者
の
合
意
内
容
の
遵
守

な
ど
、
開
業
に
向
け
た
着
実
な
整
備

を
、
国
等
関
係
機
関
に
対
し
働
き
か

け
て
い
き
ま
す
。
な
お
、
新
幹
線
開

業
効
果
を
最
大
限
に
引
き
出
す
た

め
、
民
間
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て

本
市
の
魅
力
発
信
な
ど
に
取
り
組
む

行
動
計
画
の
策
定
に
着
手
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　　　

現
在
、
関
係
権
利
者
の
皆
さ
ま
と

用
地
取
得
や
建
物
移
転
補
償
に
関
す

る
協
議
を
進
め
て
お
り
、
平
成
29
年

度
は
再
開
発
ビ
ル
Ⅰ
棟
の
工
事
に
着

手
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま

た
、
駅
の
東
西
を
結
ぶ
自
由
通
路
お

よ
び
多
目
的
床
の
工
事
に
つ
い
て

は
、
委
託
先
の
Ｊ
Ｒ
九
州
に
よ
っ
て

順
調
に
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

開
門
差
止
訴
訟
に
お
い
て
、
長
崎

地
裁
は
和
解
協
議
を
打
ち
切
り
、
本

年
４
月
に
開
門
差
止
請
求
を
認
容

す
る
判
決
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
国

は
「
開
門
し
な
い
と
の
方
針
を
明
確

に
し
、
判
決
を
受
け
入
れ
控
訴
し
な

い
」
こ
と
を
表
明
さ
れ
ま
し
た
。
市

と
し
て
は
、
今
後
も
国
の
動
き
や
裁

判
の
流
れ
を
注
視
し
、
開
門
に
よ
っ

て
地
元
住
民
に
被
害
が
及
ば
な
い
よ

う
、
こ
れ
ま
で
同
様
、
防
災
、
農

業
、
漁
業
、
環
境
の
視
点
か
ら
、
市

民
の
安
全
・
安
心
を
守
る
こ
と
を
第

一
に
考
え
、
県
や
関
係
団
体
と
共
に

適
切
に
対
応
し
ま
す
。

諫
早
駅
周
辺
整
備
事
業

九
州
新
幹
線
西
九
州
ル
ー
ト

（
長
崎
ル
ー
ト
）

国
営
諫
早
湾
干
拓
事
業
を

巡
る
動
き

６
月
16
日
、
６
月
定
例
市
議
会
が
開
会
し
、
こ
の
中

で
宮
本
市
長
は
、
平
成
29
年
度
の
施
政
方
針
を
発
表

し
ま
し
た
。
そ
の
骨
子
は
次
の
と
お
り
で
す
。

「
住
み
た
い
」「
住
ん
で
み
た
い
」「
住
ん
で
よ
か
っ
た
」
ま
ち
を
目
指
し
て

　

私
は
、
市
長
就
任
以
来
、
一
貫
し
て
、
市
民
の
目
線
と
感
覚
で
物
事
を

考
え
る
「
生
活
密
着
宣
言
」
を
政
策
立
案
の
根
幹
と
し
て
、
市
政
運
営
に

努
め
て
き
ま
し
た
。
多
く
の
種
を
蒔
き
、
成
果
の
芽
が
表
れ
て
き
た
本
市

を
、
大
き
な
幹
へ
と
育
て
上
げ
、「
ひ
と
が
輝
く
創
造
都
市
・
諫
早
〜
笑

顔
あ
ふ
れ
る
希
望
と
安
心
の
ま
ち
〜
」
の
実
現
の
た
め
「
第
２
次
総
合
計

画
」
や
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
の
道
筋
を
つ
け
る
こ

と
が
私
の
使
命
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
４
年
間
に
お
い
て
、
最
優
先
で
取
り
組
む
べ
き
課
題
は
、

人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
対
策
で
あ
り
、
こ
れ
ら
に
対
処
し
て
い
く
た
め

の
地
方
創
生
を
進
め
る
上
で
は
、「
為(

い)

・
職(
し
ょ
く)

・
住(

じ
ゅ
う)

」

の
考
え
方
に
よ
り
、
地
域
の
総
合
力
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。「
為
」
に
つ
い
て
は
、
子
育
て
環
境
や
医
療
、
教
育

水
準
、
商
業
な
ど
総
合
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
や
利
便
性
の
向
上
を
図
る

も
の
で
す
。「
職
」
に
つ
い
て
は
、
企
業
誘
致
な
ど
に
よ
る
雇
用
の
確
保

や
産
業
の
振
興
を
図
る
も
の
で
す
。「
住
」
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
特

に
重
点
を
置
い
て
取
り
組
ん
で
き
た
「
土
地
利
用
の
促
進
」
に
よ
る
定
住

化
を
図
る
も
の
で
す
。

　

ど
う
す
れ
ば
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
付
託
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
る
か

を
常
に
考
え
る
謙
虚
さ
を
貫
き
な
が
ら
「
住
み
た
い
」「
住
ん
で
み
た
い
」

「
住
ん
で
よ
か
っ
た
」
と
言
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
市
政
運
営
に
全
身
全

霊
で
邁
進
し
て
い
き
ま
す
。
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東
日
本
大
震
災
か
ら
６
年
、
熊
本

地
震
か
ら
１
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
被
災
地
で
は
、
着
実
に

復
興
が
進
ん
で
い
る
も
の
の
、
今
な

お
多
く
の
方
が
避
難
生
活
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
市
で
は
、
現

在
も
福
島
県
新
地
町
お
よ
び
熊
本
県

宇
土
市
に
道
路
、
農
地
な
ど
の
復
旧

業
務
に
当
た
る
職
員
を
そ
れ
ぞ
れ
２

名
派
遣
し
て
い
ま
す
。
被
災
さ
れ
た

方
々
が
一
日
も
早
く
普
段
の
生
活
に

戻
れ
る
よ
う
心
か
ら
願
っ
て
お
り
ま

す
。

　

以
下
は
、
今
後
の
市
政
の
基
本
的

な
内
容
を
第
２
次
総
合
計
画
の
政
策

施
策
体
系
に
沿
っ
て
説
明
し
た
も
の

（
抜
粋
）
で
す
。

輝
く
ひ
と
づ
く
り

○
健
や
か
な
ひ
と
づ
く
り

●
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
健
や

か
に
成
長
し
、
保
護
者
が
喜
び
と
ゆ

と
り
を
実
感
し
な
が
ら
安
心
し
て
子

育
て
が
で
き
る
よ
う
教
育
・
保
育
施

設
や
学
童
ク
ラ
ブ
の
運
営
の
充
実
を

図
り
ま
す
。

●
保
護
者
が
希
望
す
る
教
育
・
保
育

施
設
に
、
子
ど
も
を
入
所
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
体
制
の
実
現
の
た
め
、

認
可
保
育
所
の
新
設
な
ど
に
よ
り
、

適
正
な
定
員
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

●
学
童
保
育
は
、
分
割
な
ど
の
方
法

に
よ
り
各
小
学
校
区
の
保
育
の
ニ
ー

ズ
に
応
じ
た
学
童
ク
ラ
ブ
の
規
模
の

適
正
化
と
受
け
皿
の
拡
大
に
積
極
的

に
取
り
組
み
ま
す
。

●
少
子
化
の
進
展
に
対
応
し
、
妊

娠
・
出
産
の
希
望
を
か
な
え
る
た
め

の
不
妊
治
療
へ
の
支
援
に
つ
い
て

は
、
特
定
不
妊
治
療
に
か
か
る
費
用

の
一
部
を
県
の
助
成
事
業
に
上
乗
せ

し
て
支
援
し
ま
す
。

●
発
達
障
害
な
ど
、
特
別
な
教
育
的

支
援
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
た
ち
に

対
応
す
る
た
め
、
特
別
支
援
教
育
補

助
員
を
増
員
し
、
引
き
続
き
効
果
的

な
学
習
支
援
体
制
の
充
実
を
図
り
ま

す
。

●
就
学
援
助
は
、
新
入
学
用
品
費
の

支
給
単
価
を
大
幅
に
引
き
上
げ
る
と

と
も
に
、
支
給
時
期
に
つ
い
て
も
、

来
春
の
新
入
学
児
童
生
徒
か
ら
、
希

望
が
あ
れ
ば
入
学
前
に
支
給
し
ま
す
。

○
こ
こ
ろ
豊
か
な
ひ
と
づ
く
り

●
Ｖ
・
フ
ァ
ー
レ
ン
長
崎
は
、
Ｊ
１

昇
格
へ
の
期
待
が
高
ま
っ
て
お
り
、

引
き
続
き
「
市
民
応
援
デ
ー
」
の
開

催
な
ど
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
事
業
を
実
施

し
ま
す
。

●
（
仮
称
）
久
山
港
ス
ポ
ー
ツ
施
設

整
備
は
、
新
野
球
場
建
築
工
事
に
昨

年
９
月
に
着
手
し
、
平
成
30
年
２
月

の
完
成
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
第
２
球
場
を
平
成
30
年
９
月
、

サ
ッ
カ
ー
広
場
を
平
成
31
年
９
月
の

完
成
を
見
込
み
、
順
次
整
備
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

●
（
仮
称
）文
芸
・
音
楽
ホ
ー
ル
は
、

演
劇
や
音
楽
を
始
め
と
す
る
芸
術
に

触
れ
る
機
会
を
増
や
し
、
地
域
で
活

動
さ
れ
る
方
々
の
発
表
の
機
会
を
提

供
す
る
施
設
と
し
て
、
整
備
計
画
の

具
体
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
文
化
会
館
は
、
耐
震
診
断
の
結
果

や
老
朽
化
に
伴
う
改
修
に
向
け
た
調

査
結
果
を
踏
ま
え
、
効
率
的
で
適
正

な
耐
震
補
強
の
た
め
の
工
法
な
ど
を

検
討
し
ま
す
。

●
長
崎
街
道
を
テ
ー
マ
と
し
た
佐
賀

県
太
良
町
と
の
連
携
事
業
で
あ
る

「
歴
史
の
道
観
光
・
文
化
交
流
推
進

事
業
」
は
、
自
然
や
歴
史
、
文
化
な

ど
の
貴
重
な
資
源
を
掘
り
起
こ
し
、

街
道
を
活
か
し
た
観
光
資
源
の
構
築

と
広
域
交
流
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

●
昨
年
８
月
に
火
災
被
害
の
あ
っ
た

森
山
図
書
館
の
復
旧
工
事
の
進
捗
状

況
は
、
全
工
程
の
約
７
割
で
あ
り
、

９
月
に
は
峻
工
・
引
き
渡
し
を
受

け
、
開
館
準
備
を
経
て
、
11
月
に
は

全
面
開
館
で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
。

●
「
第
２
次
諫
早
市
男
女
共
同
参
画

計
画
」
の
計
画
期
間
が
終
了
す
る
た

め
、
平
成
30
年
度
か
ら
の
次
期
計
画

の
策
定
を
進
め
ま
す
。

●
「
平
和
都
市
諫
早
宣
言
」
の
理
念

に
基
づ
き
、
戦
争
を
知
ら
な
い
世
代

へ
継
承
す
る
た
め
、
市
民
の
戦
争
・

被
爆
体
験
を
収
集
し
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
の
公
開
や
小
冊
子
の
発
行

を
行
う
と
と
も
に
、「
平
和
の
つ
ど

い
」
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
実
施
し

ま
す
。

活
力
あ
る
し
ご
と
づ
く
り

○
地
域
特
性
を
活
か
し
た
農
林
水
産
業

●
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
は
、
土

地
利
用
状
況
を
把
握
し
た
上
で
優
良

な
農
地
を
確
保
し
、
農
業
振
興
に
関

す
る
施
策
を
計
画
的
か
つ
集
中
的
に

実
施
す
る
た
め
、
計
画
の
見
直
し
を

行
い
ま
す
。

●
建
設
が
予
定
さ
れ
て
い
る
ば
れ
い

し
ょ
選
果
施
設
の
整
備
に
対
し
支
援

を
行
い
、
産
地
の
維
持
・
発
展
を
図

東
日
本
大
震
災
お
よ
び
熊
本
地
震

の
被
災
地
へ
の
支
援
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る
こ
と
で
生
産
者
の
所
得
向
上
に
つ

な
が
る
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

●
認
定
農
業
者
な
ど
の
担
い
手
に
対

し
、
経
営
安
定
化
の
た
め
の
園
芸
用

ハ
ウ
ス
、
生
産
コ
ス
ト
低
減
の
た
め

の
農
業
機
械
な
ど
の
整
備
に
対
し
支

援
し
ま
す
。

●
農
業
基
盤
整
備
事
業
は
、
現
在
、

６
地
区
を
実
施
し
て
お
り
、
今
年
度

か
ら
新
た
に
正
久
寺
地
区
に
着
手
す

る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
整
備
推
進

を
図
り
ま
す
。

●
有
害
鳥
獣
被
害
対
策
は
、
引
き
続

き
今
後
も
防
護
対
策
と
捕
獲
対
策
・

す
み
分
け
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
林
業
の
振
興
は
、
間
伐
な
ど
に
よ

る
森
林
保
全
お
よ
び
木
材
搬
出
な
ど

の
効
率
的
・
集
約
的
な
施
業
、
広
葉

樹
林
や
針
葉
樹
林
整
備
な
ど
を
引
き

続
き
図
っ
て
い
き
ま
す
。

●
市
の
花
で
あ
り
、
国
の
天
然
記
念

物
の
指
定
地
で
も
あ
る
「
ツ
ク
シ

シ
ャ
ク
ナ
ゲ
」
の
植
栽
や
植
栽
地
周

辺
の
整
備
を
計
画
的
に
実
施
し
、
森

林
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
づ
く
り

を
進
め
て
お
り
、
轟
峡
の
大
渡
と
林

道
多
良
岳
横
断
線
を
連
絡
す
る
（
仮

称
）
林
道
し
ゃ
く
な
げ
線
の
開
設
工

事
に
着
手
し
ま
す
。

●
水
産
業
の
振
興
は
、
藻
場
な
ど
の

漁
場
環
境
を
保
全
す
る
地
域
の
取
り

組
み
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
橘

湾
、
大
村
湾
、
諫
早
湾
の
海
域
特
性

を
活
か
し
た
「
つ
く
り
育
て
る
漁

業
」
を
推
進
し
ま
す
。

●
諫
早
湾
で
は
、
小
長
井
産
カ
キ

「
華
漣
」
の
養
殖
に
新
た
な
養
殖
資

材
を
導
入
し
、
生
産
性
と
品
質
向
上

を
図
る
た
め
引
き
続
き
支
援
し
ま
す
。

○
活
力
あ
ふ
れ
る
商
工
業
の
振
興
と

雇
用
の
創
出 

●
「
諫
早
西
部
団
地
」
に
は
「
イ
オ

ン
グ
ル
ー
プ
」
の
進
出
が
決
定
し
て

お
り
、
今
後
、
新
た
に
東
部
地
域
に

お
い
て
も
、
大
型
商
業
施
設
の
立
地

誘
導
を
図
り
ま
す
。

●
新
た
な
産
業
団
地
は
、
平
山
町
、

栗
面
町
お
よ
び
小
ヶ
倉
町
に
ま
た
が

る
丘
陵
地
が
適
地
と
判
断
し
、
開
発

区
域
約
40
㌶
、
分
譲
面
積
約
20
㌶
の

産
業
団
地
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

●
中
小
企
業
者
の
経
営
の
安
定
や
経

営
基
盤
の
強
化
を
図
り
、
新
た
な
事

業
の
創
出
を
促
進
す
る
た
め
、
引
き

続
き
融
資
の
あ
っ
せ
ん
、
保
証
料
や

融
資
に
係
る
利
子
の
一
部
補
給
を
行

い
ま
す
。

○
地
域
資
源
を
活
か
し
た
観
光
・
物

産●
県
内
外
の
多
く
の
人
に
来
て
い
た

だ
け
る
よ
う
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や

ポ
ス
タ
ー
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
広
報
媒

体
を
活
用
し
、
効
果
的
な
観
光
情
報

の
発
信
を
図
り
ま
す
。

●
市
内
で
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
合
宿

な
ど
の
誘
致
支
援
を
引
き
続
き
推
進

し
、
交
流
人
口
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

●
諫
早
観
光
物
産
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

協
会
な
ど
と
連
携
し
、
県
が
設
置
す

る
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
に
お
い

て
、「
い
さ
は
や
楽
焼
う
な
ぎ
」「
伊

木
力
み
か
ん
」「
小
長
井
牡
蠣
」
な

ど
の
特
産
品
を
全
国
の
方
々
に
Ｐ
Ｒ

し
て
い
き
ま
す
。

●
地
場
産
品
の
加
工
販
売
や
普
及
促

進
、
地
域
活
性
化
を
図
る
た
め
の
新

た
な
施
設
「
道
の
駅
」
は
、
こ
れ
ま

で
実
施
し
た
立
地
等
調
査
の
報
告
が

あ
っ
て
お
り
、
今
後
、
最
も
重
要
な

運
営
主
体
の
検
討
後
、
候
補
地
の
絞

り
込
み
な
ど
の
検
討
を
進
め
ま
す
。

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

○
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

●
防
災
行
政
無
線
は
、
全
市
域
で
の

デ
ジ
タ
ル
放
送
を
開
始
し
、
今
後
は

エ
フ
エ
ム
諫
早
か
ら
の
防
災
・
災
害

情
報
の
着
実
な
伝
達
の
た
め
、
エ
フ

エ
ム
電
波
の
不
良
な
地
域
に
お
い
て

中
継
設
備
を
整
備
し
、
防
災
体
制
の

強
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

●
本
明
川
ダ
ム
は
、
市
民
の
生
命
、

財
産
を
守
る
治
水
対
策
と
農
業
用
水

お
よ
び
河
川
維
持
用
水
の
確
保
を
図

る
た
め
に
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
整

備
促
進
、
早
期
完
成
に
向
け
要
望
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

●
ダ
ム
周
辺
地
域
の
振
興
対
策
を

国
・
県
と
連
携
し
進
め
て
い
き
ま
す
。

●
が
け
地
崩
壊
対
策
の
支
援
は
、
県

や
市
の
事
業
の
採
択
要
件
に
満
た
な

い
個
人
が
行
う
崩
壊
対
策
工
事
に
対

す
る
支
援
を
今
年
度
も
実
施
し
ま
す
。

○
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

●
「
第
３
次
諫
早
市
地
域
福
祉
計

画
」
を
策
定
し
、
地
域
一
体
と
な
っ

た
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

●
医
師
会
な
ど
の
関
係
機
関
の
協
力

を
い
た
だ
き
、
市
民
の
健
康
増
進
を
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図
る
施
策
を
進
め
ま
す
。

●
自
然
に
親
し
み
な
が
ら
健
康
増
進

を
図
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
西
部

地
域
の
森
林
を
活
用
し
た
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
コ
ー
ス
な
ど
の
整
備
に
向
け
た

研
究
を
進
め
ま
す
。

●
平
成
37
年
を
見
据
え
、
今
年
度
か

ら
開
始
し
た
「
介
護
予
防
・
日
常
生

活
支
援
総
合
事
業
」
に
よ
る
介
護
予

防
の
取
り
組
み
を
強
化
す
る
と
と
も

に
、
引
き
続
き
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
」
の
構
築
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
「（
仮
称
）
手
話
言
語
条
例
」
は
、

こ
れ
ま
で
市
民
を
対
象
に
周
知
・
啓

発
を
行
っ
て
き
て
お
り
、
今
後
、
関

係
者
の
ご
意
見
を
聞
き
な
が
ら
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
○
快
適
な
ま
ち
づ
く
り

●
市
民
生
活
に
密
着
し
た
道
路
や
水

路
、
交
通
安
全
施
設
な
ど
の
迅
速
な

整
備
や
補
修
を
行
う
「
生
活
基
盤
整

備
事
業
」
お
よ
び
「
地
域
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
事
業
」
を
引
き
続
き
実
施
し
ま

す
。

●
地
域
高
規
格
道
路
「
島
原
道
路
」

の
「
国
道
57
号
森
山
拡
幅
」
お
よ
び

「
諫
早
南
バ
イ
パ
ス
線
」「
国
道
34
号

大
村
・
諫
早
間
」「
国
道
２
０
７
号
」

の
「
佐
瀬
拡
幅
」
お
よ
び
「
東
長
田

拡
幅
」
な
ど
、
幹
線
道
路
の
早
期
完

成
に
向
け
、
国
・
県
に
整
備
促
進
を

強
く
要
望
し
ま
す
。

●
諫
早
西
部
団
地
内
の
都
市
計
画
道

路
「
堀
の
内
西
栄
田
線
」
は
、
一
部

供
用
開
始
し
て
お
り
、
諫
早
北
バ
イ

パ
ス
ま
で
の
残
る
区
間
約
２
４
０　

㍍
に
つ
い
て
、
さ
ら
な
る
事
業
の
推

進
を
図
り
ま
す
。

●
諫
早
駅
周
辺
と
中
央
商
店
街
な
ど

を
最
短
距
離
で
結
ぶ
「
市
道
上
宇
戸

橋
公
園
線
」
は
、
通
勤
・
通
学
の

他
、
新
幹
線
開
業
後
の
観
光
な
ど
に

利
用
す
る
路
線
と
し
て
重
要
性
が
増

す
こ
と
か
ら
、
今
後
一
層
、
拡
幅
整

備
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

●
40
戸
連
た
ん
制
度
や
「
小
さ
な
拠

点
」
の
理
念
を
導
入
し
た
市
街
化
調

整
区
域
に
お
け
る
土
地
利
用
の
規
制

緩
和
制
度
を
進
め
て
き
て
お
り
、
今

後
も
さ
ら
な
る
取
り
組
み
を
進
め
ま

す
。

●
土
地
利
用
の
促
進
は
、
現
行
の
施

策
や
制
度
を
検
証
の
上
、
情
報
の
提

供
を
通
じ
た
支
援
、
民
間
と
の
情
報

共
有
、
土
地
利
用
に
関
す
る
情
報
を

集
約
化
し
た
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
な

ど
の
体
制
を
整
え
、
総
合
的
か
つ
戦

略
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
中
心
市
街
地
の
活
性
化
を
図
る
た

め
、
引
き
続
き
「
栄
町
東
西
街
区
市

街
地
再
開
発
事
業
」
を
支
援
し
ま
す
。

●
水
道
水
の
安
全
で
安
定
的
な
供
給

を
図
る
た
め
、「（
仮
称
）
伊
木
力
浄

水
場
」
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

●
多
良
見
町
大
草
地
区
の
生
活
排
水

対
策
は
、
農
業
集
落
排
水
事
業
の
工

事
着
手
に
向
け
た
設
計
業
務
を
実
施

し
ま
す
。

●
市
民
の
提
案
を
具
現
化
し
、
新
し

い
魅
力
や
活
力
づ
く
り
に
資
す
る

「
ビ
タ
ミ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
事

業
」
は
、
本
市
の
活
性
化
に
つ
な
が

る
事
業
に
つ
い
て
支
援
し
ま
す
。

●
小
長
井
地
域
の
フ
ル
ー
ツ
バ
ス
停

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
進
め
、
地
域
住

民
の
自
主
的
な
ま
ち
づ
く
り
活
動
を

支
援
し
、
特
色
あ
る
地
域
づ
く
り
の

推
進
を
図
り
ま
す
。

●
小
長
井
地
域
の
多
目
的
施
設
の
整

備
は
、
建
設
推
進
の
た
め
地
元
協
議

会
と
も
協
議
を
行
い
な
が
ら
、
地
域

活
性
化
に
必
要
な
施
設
整
備
に
取
り

組
み
ま
す
。

計
画
実
現
に
向
け
た
基
本
姿
勢

○
市
民
目
線
の
行
政

●
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
市
政
へ
の
率

直
な
ご
意
見
を
お
聞
き
す
る
た
め
、

積
極
的
に
地
域
へ
出
向
い
て
い
き
ま

す
。

●
こ
れ
ま
で
、
合
併
の
効
果
を
最
大

限
に
発
揮
す
る
た
め
、
職
員
の
定
員

適
正
化
や
行
財
政
運
営
の
効
率
化
な

ど
行
政
改
革
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
今
後
は
、
本
年
４
月
に
定
め
た

「
諫
早
市
行
政
改
革
指
針
」
に
基
づ

き
、
少
子
高
齢
化
や
多
様
化
す
る
市

民
ニ
ー
ズ
に
的
確
か
つ
迅
速
に
対
応

し
て
い
き
ま
す
。

●
地
方
創
生
を
進
め
る
た
め
の
「
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

は
、
有
識
者
な
ど
の
ご
意
見
を
い
た

だ
き
な
が
ら
取
り
組
み
状
況
を
検
証

し
、
必
要
に
応
じ
て
見
直
し
に
つ
な

げ
、
着
実
な
実
行
を
図
り
ま
す
。
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　じかん　14時～
　内　容　①ながさきの子うま（1989 年　日本　27分）
　　　　　②凧になったお母さん（2003 年　日本　45分）

映画上映会

５
（土）

８月

６
（日）

夏の朗読会
　じかん　14時～
　内　容　詩の朗読など

　

12
（土）

なつのおはなし会
　【小学生向け】
　じかん　14時～ 15時
　内　容　絵本の読みかたり・ストーリーテリング・簡単な工作など
　【幼児向け】
　じかん　15時～ 15時 30分
　内　容　絵本の読みかたり・パネルシアターなど

　
シナリオ講座（全４回）
　と　き　①８月 27日㈰　② 12月３日㈰　③平成 30年 2月 24日㈯　④ 2月 25日㈰
　じかん　13時 30分～ 16時
　内　容　脚本家やドラマづくりなどに関心がある市民を対象に、制作から
　　　　　発表までを行う全４回の講座です。

　対　象　中学生、高校生、一般
　講　師　朗読劇の部：高谷信之さん（放送作家）
　　　　　ラジオドラマの部：小松與志子さん（脚本家）、真銅健嗣さん（NHKディレクター）

諫早図書館（23-4946）

西諫早図書館（26-8607）
実用書実践活用講座「山にのぼろう！」
　と　き　①８月１日㈫　②８月４日㈮　18時 30分～ 20時 30分
　内　容　①安全で楽しい登山　②登山道の花に魅せられて
　その他　７月 30日㈰までに電話で申し込んでください。　　定　員　各回 20人

８月

２
（水）

夏休み子ども工作教室「夏の切り絵を楽しもう！」
　じかん　14時～ 15時 30分　　　場　所　西諫早公民館　視聴覚教室
　内　容　夏をテーマに切り絵を作成し、オリジナル絵はがきを作ります。
　対　象　小学生（20人限定、電話で申し込んでください）
　その他　はさみ、のり、郵便はがき、筆記用具、折り紙を持参ください。　　

入場無料

入場無料

入場無料

参加費無料

参加費無料

参加費無料



07

飯盛図書室（48-0518）

29
（土）

７月 けずって描こう！スクラッチアート
　じかん　10時 30分～ 12時　　　場　所　飯盛ふれあい会館　研修室
　対　象　小学生（15人限定。電話か図書室で申し込んでください）
　その他　クレヨンを持参（黒を多めに）し、汚れても良い服装で。

５
（土）

８月 夏休み子ども料理教室
　じかん　10時 00分～ 12時　　場　所　飯盛ふれあい会館　料理実習室
　対　象　小学３年生以上（16人限定。電話か図書室で申し込んでください）
　その他　エプロン、三角巾、お茶、ふきんを持参ください。

８月

２
（水）

おとぎのへやスペシャルおはなし会
　ボランティアグループおとぎのへやによる、絵本の読み語りや紙芝居などのおはなし会です。

　じかん　10時 30分～ 11時 30分
　対　象　幼児～大人　　　　定　員　２００人（申込不要）

たらみ図書館（43-4611）

10
（木）

25
（金）

19
（土）

18
（金）

こどもえいが会
　アニメ「トム・ソーヤーの冒険」（90分）を上映します。

　じかん　14時～
　対　象　幼児～大人　　　　定　員　２００人（申込不要）

映画上映会
　「ムーミン　～ムーミン谷の夏まつり～」（2008 年・フィンランド

　・87分・人形アニメーション）を上映します。

　じかん　15時～
　定　員　２００人（申込不要）

ミニコンサート
　どなたでも幅広く楽しめるミニコンサートです。

　じかん　11時 40分～ 12時 10分
　定　員　２００人（申込不要）

夏の夜のおはなし会

　大型絵本の読み語りやパネルシアターなど楽しいおはなしがいっぱいです。

　じかん　19時～ 19時 45分
　定　員　２００人（申込不要）

入場無料

入場無料

入場無料

入場無料

入場無料

参加費無料

参加費 250 円
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永昌東町
諫早駅前お茶の間通り商店街夏祭り

本明川

八坂町

小　栗

小　野

有　喜長　田

■と　き／８月26日㈯　15時～21時
■ところ／長田いこいの広場
■問　い／ながた夏祭り実行委員会
　　　　　辻さん　☎23-9976

歌や踊り、演奏などのステージイベント
も充実！地域のみんなと楽しもう♪

■と　き／８月20日㈰　15時30分～20時
■ところ／永昌東町商店街
■問　い
　永昌東町商店街事務所　☎21-1639

出店やステージイベントなど、諫早駅前
の商店街が祭り一色に染まります！

■と　き／８月19日㈯　14時～20時
■ところ／干拓の里
■問　い
　実行委員会事務局　☎090-3322-1643

よさこいや豪華賞品が当たるお楽しみ抽
選会など、さまざまな催しが行われます。

■と　き／８月19日㈯　15時～21時30分
■ところ／小栗ふれあい会館前広場
■内　容／小栗小金管バンド、諫早農高肥
前太鼓、うなぎつかみ取り競争、福引など

■問　い　
　ふれあい小栗夏まつり実行委員会
　☎22-1533

ステージイベントなど内容盛りだくさ
ん！！ぜひご家族でお越しください。

■と　き／８月15日㈫　13時～21時
■ところ／有喜UKIビーチ
■内　容／魚のつかみどり、ラムネ早飲み競
争、郷土芸能、お楽しみ抽選会、お化け屋
敷、特産品の販売、打ち上げ花火（有喜漁港）

■問　い／実行委員会
　　　　　佐藤さん　☎090-9588-5864

港町・有喜が熱く楽しく盛り上がります！夜
の打ち上げ花火は必見ですよ。

■と　き／８月４日㈮～６日㈰　18時～
■ところ／八坂神社
■問　い
　八坂町共栄会　☎24-1450

大人も子どもも、おみこしを担いで街中
を練り歩きます！出店やイベントも◎

■と　き／７月30日㈰　14時～
■ところ／本明川裏山橋上流河川敷
■内　容／ウナギやアユ、ヒブナなどた

くさんの魚を準備します。
■問　い
　天満町公民館　　☎22-5097

本明川の夏の恒例イベント！！諫早の母な
る川で楽しもう♪

本明川魚つかみ取り大会 2017

八坂町共栄会ぎおん祭り

ふれあい小栗夏まつり

2017　夏まつり in 小野

いさはや港祭り in うきながた夏祭り
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本　野

伊木力

轟　峡 喜々津

小長井 大　草

高　来

■と　き／８月13日㈰　17時～21時30分
■ところ／ことのうみ伊木力選果場
　　　　　（JA長崎せいひ伊木力支店裏）
■内　容／各種ゲーム、出店など
■問　い
　JA長崎せいひ伊木力支店
　☎44-1301

地元の伊木力みかん青年部による夏祭り。
サマージャンボ抽選会では豪華景品が！

■と　き／８月27日㈰　14時～
■ところ／小長井文化ホール前広場
■問　い　
　こながい振興会　☎34-2966

約150㎏の石を引く「スラ引き選手権」は
名物イベント！

■と　き／７月29日㈯　９時30分～
■ところ／轟峡自然プール前（大駐車場横）
■ 対　象／小学生以上（小学３年生以下は保護者同伴）
※７月28日㈮までに要申込。釣竿・エサは各自で用意
※参加費：100円、環境整備協力金：車１台300円
■問　い／境川内水面振興協議会事務局　　
　　　　　☎090-3323-2890

制限時間内に釣った魚の重さや数を競
い、表彰します（高校生以上は表彰対象外）。

■と　き／８月５日㈯　18時～
※雨天の場合は８月６日㈰に順延
■ところ／本野小学校大運動場
■問　い　
　本野地区夏祭り実行委員会事務局
　西山さん　☎090-5387-5858

毎年人気の趣向を凝らした出し物や抽選
会を企画しています！

■と　き／７月30日㈰　15時～
■ところ／高来総合運動公園
■内　容／クジャクマンショー、シャボン玉・

水鉄砲遊びコーナー、郷土芸能、抽
選会、フリーマーケットなど

■問　い／とどろき名水まつり実行委員会　
　　　　　田前さん　☎090-7460-4528

ステージイベントやさまざまな体験など
内容盛りだくさん！

■と　き／８月11日㈮
　　　　　17時～21時30分
■ところ／大草小学校運動場
■内　容／大草太鼓、琴海中学校ブラスバ

ンド演奏など
■問　い／大草夏祭り実行委員会
　　　　　木下さん　☎090-1513-7700

地区を挙げての夏祭り。子どもからお年
寄りまでみんなの笑顔が集います♪

■と　き／８月４日㈮、５日㈯
　　　　　17時30分～21時
■ところ／喜々津駅前広場
■内　容／出店、ゲーム、抽選会など
■問　い　
　喜々津夏まつり実行委員会　☎43-0140

ゲームや抽選会など、楽しいイベントが
盛りだくさんの２日間！

本野地区夏祭りこながいまつり

とどろき名水まつり

轟峡こどもヤマメ釣り大会

大草夏祭り

伊木力・元釜夏祭り

喜々津夏まつり



10

　私たちが家族や友達と笑顔で楽しく生きていくために必要なこと、それは、世の中が平和であることです。
　平和な世界の実現のためには、過去にあった戦争や原爆のことを私たち自身が知り、それを次世代へと伝
えていくことが大切です。未来の平和のために「今、ここで、私たちができること」は何だろう？皆さんも
一緒に考えてみませんか。 （市企画政策課）

平和都市諫早宣言
～輝く未来　いのちのために～

わたしの願い
それは家族の幸せ　友の笑顔
みんなと生きる　楽しく生きる
そのために　世界を平和にしよう
争いを　核兵器をなくそう

永遠の平和
それはみんなの願い　地球の願い
輝く未来　つながるいのち
そのために　わたしからがんばろう
友とちからを合わせよう

いま　このまちからはじめよう
被爆地長崎のかなしみを忘れずに
優しいこころ　尊いいのち
ひとが輝く諫早市
わたしたちは
非核と平和の都市を宣言します

平成17年９月29日　諫早市　　

【平和のつどい】
■とき／８月９日㈬　18時30分～20時
■ところ／健康福祉センター
■定員／200人程度（申込不要）
■プログラム
• 戦争体験講話

　（講師：中島重雄さん）
• 市内小・中学生の平和学習発表
• 高校生１万人署名活動実行委員会の活動発表・朗
読など

• 平和都市諫早宣言（市内の子どもたち他）
• へいわの歌

戦争・被爆体験手記
「戦争のない未来へ～子どもたちへの伝言～」

　市民の皆さんから戦争・被爆・被爆者救護の体験談を
お寄せいただき、市ホームページで公開しています。ま
た、小冊子にまとめたものを、市内図書館などで貸し出し
ています。戦争当時の様子や、戦争の恐ろしさ・悲しみ、
恒久平和への祈りがこめられている内容となっています
ので、ご覧ください。

戦争や原爆の体験談をお寄せください
　風化していく戦争や原爆の体験を記録として残すた
め、皆さんの体験談を募集しています。
　ご自身やご家族が出征されたことや被爆者の救護をさ
れたこと、戦時中の生活に関することなど、あのころの
諫早で起こった出来事を、戦争を知らない世代へぜひお
伝えください。手記の投稿や面談による聞き取りなど、
方法はご希望に応じますので、市企画政策課までご連絡
ください。

原子爆弾の犠牲者や戦没者に黙とうを　

　昭和20年８月６日は広島市、８月９日は長崎
市に原爆が投下された日です。また８月15日は
先の大戦の終戦日にあたります。犠牲者のご冥
福と恒久平和を祈念してサイレンを鳴らします
ので、黙とうをお願いします。
■サイレン吹鳴
• ８月６日㈰　８時15分
• ８月９日㈬　11時２分
• ８月15日㈫　12時
■問い合わせ先／市福祉総務課

平成29年度平和啓発事業

　平和や命の尊さについて考えてみませんか。

　お誘い合わせのうえ、ご来場ください。

【原爆パネル展】
　原爆による被災状況について写真や絵などのパネ
ルを展示

小長井文化ホール ７月21日㈮～７月26日㈬

諫早図書館 ７月28日㈮～８月９日㈬

たらみ図書館 ８月11日㈮～８月16日㈬

森山公民館 ８月18日㈮～８月24日㈭

※諫早図書館・たらみ図書館は月曜日が休館日
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　表面は本人確認の公的な身分証明書として利用で

き、裏面はマイナンバーを証明することができるＩＣ

カードです。本人の申請により交付を受けることがで

き、交付手数料は、初回無料です。

　マイナンバーカードは、平成27年11月頃に届いた

通知カードの下の部分の交付申請書を使って郵送で

申請します。

■申請の手順

①通知カードと申請書を切り取る

②申請書に必要事項を記入

③ 申請書に顔写真を貼付

（縦4.5㎝×横3.5㎝。６カ月以内に撮影したもの。

正面・無帽・無背景のもの）

④申請書に押印

⑤同封の返信用封筒に入れてポストに投函

　（市民窓口課でも申請できます）

※ 申請書に記載されたＩＤを使ってパソコンやス

マートフォンでも申請できます。

【次の場合は、市民窓口課にお尋ねください】

• 通知カードと一緒に届いた申請書を紛失した

• 通知カードに記載されている住所や氏名に変更が

ある（申請書が使用できません）

■問い合わせ先／市民窓口課

こんなに便利！マイナンバーカード

　インターネットで国税に関する申告や納税、申請・

届出などの手続きができるシステム（ｅ-Ｔａｘ）を

利用できます。

　本年秋ごろに開設予定のマイナポータルへのログイ

ンをはじめ、各種の行政手続のオンライン申請などに

利用できます。

　オンラインバンキングをはじめ、各種の民間のオン

ライン取引などに利用できるようになる見込みです。

申請方法

　６月定例市議会において議会の同意を得て、

副市長に国土交通省の大水敏弘氏を選任しまし

た。なお、勝見康生前副市長は、６月30日付け

で退任し、７月１日付けで国土交通省に帰任さ

れました。

　大水副市長は昭和45年生まれの46歳、国土交

通省都市局市街地整備課企画専門官やまちづく

り推進課企画専門官などを歴任しています。

（市職員課）

　毎年８月の第１日曜日に実施しています。市民の皆

さんのご理解とご協力をお願いします。

■とき／８月６日㈰　午前中　※小雨決行

■実施方法

• 私有地以外の各自治会で定めた場所を中心に行います。

• 収集したごみは種類ごとに分別し、地域ごとに決め

られた場所に集積します。

• 建設業協会諫早支部などの団体がボランティアで回

収しますので、積み込みなどにご協力ください。

■注意事項

• がけや踏切周辺などの危険な場所は避けてください。

• マムシ、ハチ、クモ、ダニ、ハゼの木などにご注意ください。

• 交通車両にご注意ください。

■問い合わせ先

　市環境政策課または各支所地域総務課

マイナンバーカードとは

11
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　保険料率は、所得割、均等割、平等割を合わ

せて計算し、年に一度見直しを行っています。

　５月31日に開催された諫早市国民健康保険運

営協議会（※１）の答申を受け、今年度の保険

料率は前年度料率に据え置くことになりました。

　しかし、国民健康保険は全国的にも高齢化の

進行、低所得世帯の増加、医療技術の進歩など

により、大変厳しい運営状況となっており、本

市においても加入者が減る一方で、１人当たり

の医療費は上昇を続けています（下図参照）。

　国民健康保険の厳しい財政状況の解消に向け、これまで市町村ごとに運営されていた国民健康保険は、

平成30年度から県と市町村の共同運営となります。

【被保険者証の有効期間が変わります】

　すでにお送りしている被保険者証の有効期限が、平成30年７月31日になっています（これまでは４月～

３月までの１年間）。これは、県内で平成30年度以降の被保険者証の有効期間が、８月から翌年７月まで

に統一されることによるものです。

※ 窓口での受付や、保険料の納付はこれまでと大きく変わりません。

平成29年度の国民健康保険料率は平成28年度と同率です

平成30年度から県との共同運営が始まります

年間平均加入者数の推移 １人当たり医療費の推移

ご協力ください！
• 特定健診の受診による病気の早期発見・重症化の予防

• ジェネリック医薬品の利用促進

  などによる医療費の適正化にご協力ください。

【平成29年度国民健康保険料率】

医療分 支援分 介護分

所　得　割 9.4％ 2.1％ 2.7％

均　等　割 29,500円 7,000円 10,600円

平　等　割 24,300円 5,100円 5,800円

賦課限度額 54万円 19万円 16万円

※１：被保険者代表、保険医または保険薬剤師代表、公益代表、被用者保険等保険者代表で構成
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　入院・通院などの際に医療機関へ提示することにより、医療費の負担が世帯ごとに決められた自己負担

限度額となる「国民健康保険限度額適用認定証」または「国民健康保険限度額適用・標準負担額減額認定

証」の交付を受けている人は、有効期限が７月末となっています。

　８月以降も継続して使用される場合は、８月１日から同月末までに更新の手続きが必要です。

　災害などの特別な理由により生活が困難となり、収入が一定の基準額以下となった国保世帯の被保険者

が入院する際、病院に支払う医療費を減免できる場合があります。まずは、ご相談ください。

　高額療養費とは、ひと月に支払った医療費が高額になり、決められた上限額を超えた場合に、上限額を

超えて支払った分を払い戻す制度です。上限額は、個人もしくは世帯の所得に応じて決まっています。

　８月から、70歳以上の人の高額療養費の上限額が下表のように変わる予定です。

＜平成29年７月まで＞ ＜平成29年８月から＞

区　分

⇒

外来の
限度額

（個人単位）

外来+入院の限度額
（世帯単位）

外来の
限度額

（個人単位）

外来+入院の限度額
（世帯単位）

現
役
並
み

課税所得
145万円以上の人 44,400円

80,100円
+

（総医療費－267,000円）×１％
＜多数回44,400円（※２）＞

57,600円

80,100円
+

（総医療費－267,000円）×１％
＜多数回44,400円（※２）＞

一
般

課税所得
145万円未満の人

（※１）
12,000円 44,400円

14,000円
（年間上限

144,000円）

57,600円
＜多数回44,400円（※２）＞

低
所
得
者

Ⅱ 住民税非課税世帯

8,000円

24,600円

8,000円

24,600円

Ⅰ 住民税非課税世帯
　（年金収入80万円
　  以下など）

15,000円 15,000円

※１： 世帯収入の合計額が520万円未満（１人世帯の場合は383万円未満）の場合や、所得金額から基礎控除の33万円を引いた
金額の合計額が210万円以下の場合も含みます。

※２：過去12カ月以内に３回以上、上限額に達した場合は、４回目から「多数回」該当となり、上限額が下がります。

■更新手続きに必要なもの

①保険証

②世帯主の印鑑

③ 世帯主を含めた被保険者が全員市

民税の非課税である世帯の人で、

過去１年間に90日を超える入院が

ある場合は、それが分かる証明書

または領収書

限度額認定証の更新

入院の際の医療費の減免

70歳以上の高額療養費の上限額が変更されます　※厚生労働省発表

■ご注意ください

•  手続きが９月になると、９月１日からの認定証となります。

•  ８月２日以降に70歳になる人は、70歳になる誕生月の末日

が有効期限です（１日生まれの人は誕生日の前日が有効期

限）。なお、70歳以上の人で改めて認定を受けることができ

るのは、世帯主を含めた被保険者が全て市民税の非課税で

ある世帯の人のみです。

•  保険料の滞納がある人は、更新できない場合があります。

※この認定証は、調剤薬局でも利用できます。

■問い合わせ先／市保険年金課
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　小野・本野・長田の小さな拠点地区内では、一戸建
て住宅のほか、長屋、共同住宅、500㎡以内の店舗や
事務所なども建築できます。
※１：条例で指定する出張所、小学校、中学校および鉄道駅

を中心とするおおむね半径500m の円の範囲内の区域

　全国的に人口減少や少子高齢化が進む中、定住の促進による地域の活力やコミュニティの維持を
図るため、次のような土地利用規制の緩和を行っています。

【40 戸連たん住宅】

　申請地の周辺（原則として自治会または小・中学校区が同一）の市街化調整区域
に、10 年以上継続して住んでいる人やその３親等以内の親族、また、過去に 10 年
以上継続して住んでいた人も、一戸建て住宅の建築ができます。

※ 上記に関する許可に際しては、立地基準に加え技術基準の全てに適合する必要が
あります。

■問い合わせ先／市開発支援課

【小さな拠点（※１）地区での建築物】

【分家住宅】

　平成 27 年４月より、市街化調整区域において地域の特性に応じた適正な土地利
用を誘導するため、都市計画法に基づく地区計画制度の運用基準を定めています。
これにより、市街化調整区域では、この運用基準に適合する地区計画を決定するこ
とにより、一定規模の住宅地や店舗、事務所などの開発行為が可能となりました。
※２：土地利用や道路、公園などの施設について地域の特性にふさわしいルールを定め、

目標とするまちづくりを提案することができる都市計画法に基づく制度です。

※ 地区計画制度の運用基準については、左表の基準の他、区域の制限や接続する道
路の要件などがあります。

■問い合わせ先／市都市政策課

　市街化調整区域で 100m 以内の間隔で 40 戸以上の
建築物の敷地が連続している地域においては、誰でも
一戸建て住宅の建築ができます。
 また、開発道路を入れた中規模（5,000㎡未満）まで
の宅地開発も可能です。

【地区計画制度（※２）】
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市街化調整区域全域 小野地区、本野地区、長田地区
（出張所、小学校、中学校および鉄道駅を中心と

するおおむね半径500mの円の範囲内の区域）

開
発
行
為
の
許
可
基
準
（
40
戸
連
た
ん
制
度
）

開発規模（面積） 5,000㎡未満
新たな道路を設置しない場合は3,000㎡未満

5,000㎡未満
新たな道路を設置しない場合は3,000㎡未満

新たな道路
（開発道路）の設置 認める 認める

連たん要件

・連 た ん 戸 数：40戸以上
（市街化区域を含む場合は、市街
化調整区域内に20戸以上）

・敷地間の距離：100ｍ以内

・連 た ん 戸 数：40戸以上
（市街化区域を含む場合は、市街
化調整区域内に20戸以上）

・敷地間の距離：100ｍ以内

連たん基準日 平成27年４月１日 設けない

建築物等の用途 一戸建て住宅に限る

・一戸建て住宅
・長屋
・共同住宅
・店舗および事務所で500㎡以内のもの
・保育所、老人福祉施設、診療所など
・その他公益上必要な建築物など

容積率／建ぺい率 100％／60％以下 100％／60％以下

最低敷地面積 200㎡ 200㎡

高さ 10ｍ以下 10ｍ以下

地
区
計
画
制
度
の
運
用
基
準

開発規模（面積）

住宅系
地区計画 1.0ha以上20ha未満 0.5ha以上20ha未満

業務系
地区計画 1.0ha以上（２敷地以上） 1.0ha以上（２敷地以上）

建築物等の用途

住宅系
地区計画

・一戸建て住宅
・ 保育所、学校、老人福祉施設、診療所

など
・その他公益上必要な建築物など

・一戸建て住宅
・長屋
・共同住宅
・店舗および事務所で500㎡以内のもの
・保育所、学校、老人福祉施設、診療所など
・その他公益上必要な建築物など

業務系
地区計画

・店舗で床面積が3,000㎡以内のもの
・事務所
・保育所、学校、大学、老人福祉施設、

病院など
・工場、倉庫
・その他公益上必要な建築物など

・店舗で床面積が3,000㎡以内のもの
・事務所
・保育所、学校、大学、老人福祉施設、病院など
・工場、倉庫
・その他公益上必要な建築物など

容積率／建ぺい率

住宅系
地区計画 80％／50％以下 100％／60％以下

業務系
地区計画 200％／50％以下 200％／60％以下

敷地面積

住宅系
地区計画 200㎡以上 200㎡以上

業務系
地区計画 1,000㎡以上 1,000㎡以上

高さ

住宅系
地区計画 10m以下 10m以下

業務系
地区計画 20m以下 15ｍ以下

壁面の位置

住宅系
地区計画 道路境界・隣地境界から１m以上 道路境界・隣地境界から１m以上

業務系
地区計画 道路境界・隣地境界から３m以上 道路境界・隣地境界から２m以上

市街化調整区域における開発行為等の許可基準と地区計画制度の運用基準【概要】
（諫早市開発行為等の許可の基準に関する条例・地区計画制度の運用基準）
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個
人
市
県
民
税
の
納
付
を

お
忘
れ
な
く

　

個
人
市
県
民
税
の
第
２
期
分
は
、

８
月
31
日
㈭
が
納
期
限
で
す
。

　

納
付
は
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
・
郵
便

局
、
各
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で

も
納
付
で
き
ま
す
。
ま
た
、
便
利
な

口
座
振
替
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

手
続
き
は
、
お
取
引
の
金
融
機
関

で
お
願
い
し
ま
す
。

■
口
座
振
替
の
手
続
き
に
必
要
な
も

の
①
預
貯
金
通
帳
ま
た
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド

②
金
融
機
関
ま
た
は
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

（
郵
便
局
）
へ
の
お
届
印

③
納
付
書
な
ど
納
付
番
号
が
分
か
る

も
の

※
口
座
振
替
開
始
ま
で
は
、
手
続
き

後
２
カ
月
程
度
か
か
り
ま
す
。
振

替
開
始
時
期
に
つ
い
て
は
、「
口

座
振
替
開
始
の
お
知
ら
せ
」
で
通

知
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／
市
納
税
課

高
齢
者
の
在
宅
生
活
を
支
援
し
ま
す

◎
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
事
業

　

日
常
生
活
に
不

安
が
あ
る
一
人
暮

ら
し
高
齢
者
な
ど

に
Ｇ
Ｐ
Ｓ
（
衛
星

利
用
測
位
シ
ス
テ

ム
）
携
帯
通
報
装

置
を
貸
与
し
、
Ｇ

Ｐ
Ｓ
機
能
に
よ
る
常
時
の
位
置
確

認
、
緊
急
通
報
時
の
家
族
へ
の
連
絡

や
警
備
員
の
駆
け
つ
け
な
ど
の
対
応

を
行
い
ま
す
。

■
対
象
者

　

65
歳
以
上
の
単
身
・
高
齢
者
の
み

の
世
帯
、
こ
れ
に
準
じ
る
世
帯
に

属
す
る
人

■
利
用
料

　

介
護
保
険
料
の
負
担
段
階
に
応
じ
、

　

利
用
料
（
０
〜
６
４
８
円
／
月
）

　

な
ど
が
必
要

◎
認
知
症
高
齢
者
見
守
り
事
業

　

Ｇ
Ｐ
Ｓ
携
帯
発
信
装
置
に
よ
り
認

知
症
で
徘
徊
行
動
の
あ
る
高
齢
者
を

早
期
に
発
見
し
、
そ
の
居
場
所
を
家

族
に
伝
え
事
故
の
未
然
防
止
を
図
り

ま
す
。

■
対
象
者

　

徘
徊
行
動
の
あ
る
認
知
症
高
齢
者

を
介
護
し
て
い
る
家
族

■
利
用
料

　

介
護
保
険
料
の
負
担
段
階
に
応
じ
、

　

利
用
料
（
０
〜
４
０
５
円
／
月
）

　

な
ど
が
必
要

◎
寝
具
洗
濯
乾
燥
消
毒
事
業

　

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
な
ど
の
寝
具

（
掛
布
団
・
敷
布
団
・
毛
布
、
夏
冬

用
各
１
枚
）
を
洗
濯
乾
燥
消
毒
し
、

快
適
な
生
活
を
支
援
し
ま
す
。

■
対
象
者

　

市
民
税
非
課
税
で
65
歳
以
上
の
単

身
・
高
齢
者
の
み
の
世
帯
、
こ
れ

に
準
じ
る
世
帯
ま
た
は
身
体
障
害

者
手
帳
を
お
持
ち
の
人
で
、
老

衰
・
心
身
の
障
害
お
よ
び
傷
病
な

ど
の
理
由
に
よ
り
寝
具
類
の
衛
生

管
理
が
困
難
な
人

■
利
用
料
／
無
料

◎
介
護
用
品
の
支
給
事
業

　

在
宅
で
介
護
さ
れ
て
い
る
高
齢
者

な
ど
の
介
護
用
品
（
紙
お
む
つ
、
尿

と
り
パ
ッ
ト
、
清せ

い
し
き
ざ
い

拭
剤
な
ど
）
に
か

か
る
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

■
対
象
者

　

要
介
護
４
ま
た
は
５
の
認
定
を
受

け
た
在
宅
の
市
民
税
非
課
税
世
帯

に
属
す
る
高
齢
者
な
ど
を
現
に
介

護
し
て
い
る
家
族

■
支
給
月
額

　

８
、３
０
０
円
以
内

◎
日
常
生
活
用
具
給
付
事
業

　

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
な
ど
に
、
日

常
生
活
用
具
（
火
災
警
報
器
、
電
磁

調
理
器
、
自
動
消
火
器
）を
給
付
し
、

火
災
に
よ
る
事
故
を
予
防
し
ま
す
。

■
対
象
者

　

市
民
税
非
課
税
で
65
歳
以
上
の
単

身
・
高
齢
者
の
み
の
世
帯
、
こ
れ

に
準
じ
る
世
帯
に
属
し
、
心
身
機

能
の
低
下
に
伴
い
防
火
な
ど
の
配

慮
が
必
要
な
人

■
利
用
料
／
無
料

◎
要
援
護
登
録
申
請

　

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
な
ど
の
日
頃

か
ら
の
地
域
で
の
見
守
り
活
動
、
緊

急
時
や
災
害
時
の
避
難
支
援
に
つ
な

が
る
体
制
整
備
の
た
め
に
要
援
護
者

の
登
録
申
請
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

■
対
象
者

　

65
歳
以
上
の
単
身
・
高
齢
者
の
み

の
世
帯
、
こ
れ
に
準
じ
る
世
帯
に

属
し
、
日
頃
か
ら
見
守
り
活
動
な

ど
の
支
援
が
必
要
な
人

■
登
録
料
／
無
料

※
お
近
く
の
民
生
委
員
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
高
齢
介
護
課
ま
た
は
各
支
所
地

域
総
務
課

土
地
・
家
屋
（
固
定
資
産
）
の

現
況
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す

　

固
定
資
産
税
の
対
象
と
な
る
土

地
・
家
屋
の
現
況
確
認
な
ど
の
調
査

を
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。

　

担
当
職
員
が
お
伺
い
し
た
と
き

は
、
調
査
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
な
お
、
担
当
職
員
は
「
固
定
資

産
評
価
補
助
員
証
」
を
携
帯
し
て
い

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／
市
資
産
税
課

平成29年６月１日現在
（　）内前年同月比
人口：136,598人（－933）
　男：　64,467人（－377）
　女：　72,131人（－556）
世帯数：　52,473（＋216）
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国
民
健
康
保
険
は

助
け
合
い
の
制
度
で
す

　

 

　

国
民
健
康
保
険
は
、
み
ん
な
で
保

険
料
を
出
し
合
っ
て
医
療
費
に
充
て

る
助
け
合
い
の
制
度
で
す
。
保
険
料

は
国
民
健
康
保
険
の
運
営
を
支
え
る

大
切
な
財
源
で
す
の
で
、
納
期
内
に

必
ず
納
め
ま
し
ょ
う
。

◎
保
険
料
に
未
納
が
あ
る
と

　

被
保
険
者
証
の
有
効
期
限
が
短
期

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

未
納
期
間
が
長
期
に
な
る
と
被
保

険
者
証
の
代
わ
り
に
資
格
証
明
書
を

交
付
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

資
格
証
明
書
で
は
、
医
療
機
関
で
診

療
を
受
け
た
と
き
全
額
自
己
負
担
を

し
、
申
請
に
よ
り
給
付
額
の
払
い
戻

し
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
（
未

納
保
険
料
へ
の
充
当
有
り
）。
さ
ら

に
、
未
納
が
続
く
と
財
産
（
不
動

産
、
給
与
、
預
貯
金
な
ど
）
の
差
押

処
分
を
行
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
限
度
額
適
用
認
定
証
の
交
付
が

で
き
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◎
納
付
が
困
難
に
な
っ
た
ら

　

特
別
な
理
由
に
よ
り
納
付
が
困
難

と
な
っ
た
場
合
は
、
お
早
め
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

◎
保
険
料
の
納
付
は
口
座
振
替
で

　

銀
行
な
ど
に
納
め
に
行
く
手
間
が

省
け
、
大
変
便
利
で
す
。

■
受
付
場
所

　

市
内
金
融
機
関

■
必
要
な
も
の

　

通
帳
、
通
帳
印
、
納
付
書
（
納
付

番
号
が
必
要
）

※
口
座
振
替
の
手
続
き
か
ら
振
替
開

始
ま
で
は
１
〜
２
カ
月
か
か
り
ま

す
。
振
替
開
始
時
期
は
通
知
書
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
そ
れ
ま

で
は
納
付
書
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
保
険
年
金
課
ま
た
は
各
支
所
地

域
総
務
課

退
職
金
の
悩
み
「
中
退
共
」
で

解
決
し
ま
せ
ん
か

　
「
中
退
共
」
は
国
が
サ
ポ
ー
ト
す

る
中
小
企
業

の
た
め
の
退

職
金
制
度
で

す
。
掛
金
の

一
部
を
国
が

助
成
し
、
掛
金
は
全
額
非
課
税
で
手

数
料
も
か
か
り
ま
せ
ん
。
ま
た
社
外

積
立
な
の
で
手
間
が
か
か
り
ま
せ

ん
。
ぜ
ひ
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金
共

済
機
構　

中
小
企
業
退
職
金
共
済

事
業
本
部

　

☎
０
３
・
６
９
０
７
・
１
２
３
４

種
ば
れ
い
し
ょ
検
疫
制
度

　

農
林
水
産
省
植
物
防

疫
所
で
は
、
ジ
ャ
ガ
イ

モ
シ
ス
ト
セ
ン
チ
ュ
ウ

な
ど
の
重
要
病
害
虫
の

ま
ん
延
を
防
ぐ
た
め
、
種
ば
れ
い

し
ょ
検
疫
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

長
崎
県
産
の
種
ば
れ
い
し
ょ
は
、

検
疫
に
合
格
し
、「
合
格
証
票
」
を

添
付
し
た
も
の
以
外
は
、
販
売
、
譲

渡
お
よ
び
県
外
へ
の
移
出
が
で
き
ま

せ
ん
。

　

販
売
お
よ
び
使
用
さ
れ
る
際
に
は

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

農
林
水
産
省　

門
司
植
物
防
疫
所

国
内
検
疫
担
当

☎
０
９
３
・
３
２
１
・
２
８
０
９

長
崎
出
張
所

☎
０
９
５
・
８
２
２
・
２
６
９
１

「
児
童
手
当
・
特
例
給
付
現
況
届
」

の
提
出
は
お
済
み
で
す
か
？

　

６
月
以
降
の
児
童
手
当
を
受
給
す

る
た
め
に
は
、
現
況
届
の
提
出
が
必

要
で
す
。

　

手
続
き
が
遅
れ
る
と
、
手
当
を
受

給
で
き
な
い
場
合
や
支
給
月
が
遅
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

お
済
み
で
な
い
人
は
、
至
急
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
こ
ど
も
支
援
課

障
害
基
礎
年
金
の
所
得
状
況
届
の

提
出
は
お
済
み
で
す
か

　　

20
歳
前
の
傷
病
に
よ
る
障
害
基
礎

年
金
（
年
金
コ
ー
ド
が
63
で
始
ま

る
）
お
よ
び
旧
障
害
福
祉
年
金
に
替

わ
る
障
害
基
礎
年
金
（
年
金
コ
ー
ド

が
26
で
始
ま
る
）
を
受
け
て
い
る
人

は
毎
年
７
月
が
「
所
得
状
況
届
」
の

提
出
月
で
す
。

　
「
所
得
状
況
届
」
は
、
引
き
続
き

年
金
を
受
給
す
る
権
利
が
あ
る
か
を

確
認
す
る
た
め
の
大
切
な
届
で
す
。

対
象
者
に
は
日
本
年
金
機
構
か
ら

「
所
得
状
況
届
」
が
郵
送
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
同
封
の
説
明
書
を
よ
く

お
読
み
の
上
、
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
な
ど
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、

７
月
31
日
㈪
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　

提
出
が
な
い
と
、
年
金
の
支
払
い

が
一
時
停
止
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
受
付
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
保
険
年
金
課
ま
た
は
各
支
所
地

域
総
務
課
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空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
し
ま
せ
ん
か

　

空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
す
る
物
件

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
空
き
家
バ
ン

ク
に
登
録
さ
れ
た
物
件
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
、
情
報
提
供
を
行

い
ま
す
。
住
ま
な
い
け
れ
ど
ま
だ
住

め
る
家
、
誰
か
に
使
っ
て
も
ら
い
た

い
家
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

　

詳
し
い
内
容
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（「
諫
早
市 

空
き
家
バ
ン
ク
」
で
検

索
）
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
地
域
づ
く
り
推
進
課

飲
用
井
戸
・
湧
水
お
よ
び
専
用
水
道

◎
井
戸
水
・
湧
水
を
飲
用
す
る
皆
さ

ん
へ

　

井
戸
水
や
湧
水
は
、
有
害
物
質
の

地
下
浸
透
や
井
戸
な
ど
の
管
理
が
不

十
分
な
こ
と
に
よ
り
汚
染
さ
れ
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。
飲
用
井
戸
な
ど
の

衛
生
確
保
は
、
設
置
者
自
ら
実
施
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で

次
の
よ
う
な
点
に
気
を
付
け
て
、
適

正
な
管
理
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

•
井
戸
な
ど
お
よ
び
そ
の
周
辺
を
清

潔
に
保
ち
、
衛
生
的
に
管
理
し
ま

し
ょ
う
。

•
水
の
色
、
濁
り
、
臭
い
や
味
を
毎

日
確
認
し
、
定
期
的
（
年
１
回
以

上
）
に
水
質
検
査
を
受
け
ま
し
ょ

う
。

•
井
戸
水
な
ど
が
人
の
健
康
を
害
す

る
恐
れ
が
あ
る
場
合
は
、
直
ち
に

給
水
（
使
用
）
を
停
止
し
、
そ
の

旨
を
利
用
者
に
知
ら
せ
、
市
環
境

政
策
課
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
専
用
水
道
に
つ
い
て

　

専
用
水
道
と
は
、
自
家
用
の
水
道

で
、
１
０
０
人
を
超
え
る
者
に
そ
の

居
住
に
必
要
な
水
を
供
給
す
る
も

の
、
あ
る
い
は
そ
の
水
道
施
設
の
１

日
最
大
給
水
量
が
20
立
方
㍍
を
超
え

る
も
の
を
い
い
ま
す
。

　

井
戸
な
ど
の
自
己
水
源
を
持
つ
療

養
所
、
集
合
住
宅
、
レ
ジ
ャ
ー
施

設
、
学
校
、
ホ
テ
ル
な
ど
が
該
当
し

ま
す
。

　

専
用
水
道
を
新
た
に
設
置
す
る
場

合
、
ま
た
既
存
水
道
施
設
が
専
用
水

道
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
場
合

に
は
、
市
環
境
政
策
課
へ
申
請
や
届

出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

使
用
を
開
始
し
た
後
も
、
水
道
法

に
基
づ
く
水
道
技
術
管
理
者
の
配
置

や
届
出
、
定
期
・
臨
時
の
水
質
検

査
、
定
期
・
臨
時
の
健
康
診
断
お
よ

び
水
質
検
査
計
画
の
策
定
な
ど
を
行

う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
環
境
政
策
課

８
月
は
全
国
食
品
衛
生
月
間
で
す

　　

全
国
的
に
カ
ン
ピ
ロ
バ
ク
タ
ー
な

ど
の
細
菌
性
食
中
毒
が
発
生
し
て
い

ま
す
。

　

家
族
み
ん
な
で
食
中
毒
を
予
防
し

ま
し
ょ
う
。
菌
を
「
付
け
な
い
」「
増

や
さ
な
い
」「
や
っ
つ
け
る
（
殺
菌

す
る
）」
を
合
言
葉
に
、
調
理
の
前

に
せ
っ
け
ん
で
し
っ
か
り
手
洗
い
を

し
ま
し
ょ
う
。

①
変
な
に
お
い
が
し
な
け
れ
ば
大
丈

夫
②
食
べ
る
前
に
加
熱
す
れ
ば
大
丈
夫

③
真
空
パ
ッ
ク
だ
か
ら
大
丈
夫

　

こ
の
よ
う
な
間
違
っ
た
認
識
が
食

中
毒
の
も
と
で
す
。
食
中
毒
の
予
防

な
ど
に
関
す
る
こ
と
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

県
央
保
健
所

　

☎
26
・
３
３
０
５

　

諫
早
地
区
食
品
環
境
衛
生
協
会

　

☎
26
・
４
７
１
１

長
崎
県
女
性
就
労
巡
回
相
談
「
女
性

の
た
め
の
お
し
ご
と
相
談
in
諫
早
」

　　

女
性
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に

よ
る
働
き
た
い
女
性
の
た
め
の
巡
回

相
談
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き

　

８
月
24
日
㈭　

10
時
〜
16
時

■
と
こ
ろ

　

男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー

　
「
ひ
と
・
ひ
と
」（
高
城
会
館
２
階
）

■
相
談
料
／
無
料

※
予
約
優
先
。
託
児
有
（
要
予
約
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

長
崎
県
総
合
就
業
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
５
・
８
４
２
・
５
４
２
４

　子どもの人権問題（いじめ・体罰・虐待など）、女性
の人権問題（夫・パートナーからの暴力、ストーカー、
セクシャル・ハラスメントなど）の相談に応じるため、
次のとおり相談所を開設します。
■とき／８月20日㈰　10時～16時
■ところ／市民相談室（高城会館３階）
■問い合わせ先／長崎地方法務局諫早支局　☎22-0475

子どもの人権・女性の悩みごと相談所
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家
庭
で
不
用
に
な
っ
た
提
灯
の
処
分

○
素
材
が
可
燃
物
の
み
で
で
き
て
い

る
も
の
は
、
も
や
す
ご
み
用
の
袋

に
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
電
球
や
コ
ー
ド
、
そ
の
ほ
か
金
属

な
ど
が
混
ざ
っ
て
い
る
も
の
は
分

別
し
て
、
不
燃
物
は
金
属
・
有
害

ご
み
用
の
袋
で
、
可
燃
物
は
も
や

す
ご
み
用
の
袋
に
入
れ
て
出
し
て

く
だ
さ
い
。

○
針
金
が
使
用
さ
れ
て
い
る
提
灯

は
、
縦
に
３
等
分
に
切
断
し
て
、

も
や
す
ご
み
用
の
袋
に
入
れ
て
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※
県
央
県
南
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

（
も
や
す
ご
み
）
ま
た
は
県
央
不

燃
物
再
生
セ
ン
タ
ー
（
も
え
な
い

ご
み
）
に
直
接
持
ち
込
ま
れ
る
場

合
は
、
市
の
指
定
袋
で
搬
入
さ
れ

て
も
別
途
手
数
料
が
必
要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
環
境
政
策
課
ま
た
は
各
支
所
地

域
総
務
課

第
10
回
特
別
弔
慰
金
の
請
求
手
続

き
は
お
済
み
で
す
か

　

平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
30

年
４
月
２
日
ま
で
「
戦
没
者
等
の
遺

族
に
対
す
る
第
10
回
特
別
弔
慰
金
」

の
請
求
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
請
求
さ
れ
て
い
な
い
人
は
、

請
求
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者

　

平
成
27
年
４
月
１
日
に
お
い
て

「
恩
給
法
に
よ
る
公
務
扶
助
料
」

や
「
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援

護
法
に
よ
る
遺
族
年
金
」
な
ど
を

受
け
て
い
な
い
戦
没
者
等
の
死
亡

当
時
の
ご
遺
族
で
先
順
位
の
方
１

人
。
詳
し
く
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

■
給
付
内
容

　

記
名
国
債

　
（
額
面
25
万
円
、
５
年
償
還
）

■
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
福
祉
総
務
課
ま
た
は
各
支
所
地

域
総
務
課

「
司
法
書
士
の
日
」
記
念
事
業

無
料
相
談
会

■
と
き

　

８
月
５
日
㈯　

10
時
〜
16
時

■
と
こ
ろ
／
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
内
容
／
相
続
、
遺
言
、
空
き
家
問

題
、
成
年
後
見
な
ど
の
ご
相
談

※
相
談
無
料
。
予
約
者
優
先

■
問
い
合
わ
せ
先

　

長
崎
県
司
法
書
士
会

　

☎
０
９
５
・
８
２
３
・
４
７
７
７

■補助対象住宅
　新たに３世代で同居または近居するための住宅
※３世代とは、子育て世帯（小学生以下の子ども
（妊娠中を含む）がいる世帯）を含む３つ以上の
世代。または子育て希望世帯（子どものいない夫
婦で出産を希望する世帯。申請時における夫婦の
合計年齢が80歳以下に限る）を含む２つ以上の世
代
※同居には、同一敷地内にある離れに居住するな
ど、同居同等と判断するものを含む
※近居とは、同一または隣接小学校区に居住すること

■補助内容
３世代同居または近居のための新築工事、改修工
事（間取りの変更、設備の改修、バリアフリー改
修、浄化槽の設置など）、住宅の取得
※補助金交付決定前の工事着工・取得契約、今年度
の事業開始前に同居している場合は対象外。改修
工事は、市内に本社を有する業者の施工に限る。
■補助額
新築工事、改修工事または住宅取得費の５分の１
以内。ただし、補助上限額は40万円
■問い合わせ先／市建築住宅課

　家族の支え合いにより安心して子育てや介護をしやすい環境づくりを推進
するとともに、地域コミュニティの次世代の担い手の確保を図るため、小学
生以下の子どもがいる世帯などを含む３世代が、新たに同居または近居する
ための改修工事や中古住宅の取得を行った場合に、市はその費用の一部を住
宅の所有者に助成しています。
　今回、新たに助成対象を新築工事や新築住宅の取得等まで拡充します。
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平
成
30
年
諫
早
市
成
人
式

実
行
委
員

〜
自
分
た
ち
で

　

成
人
式
を
企
画
し
ま
せ
ん
か
？
〜

　　

諫
早
市
で
は
、
新
成
人
が
企
画
し

た
成
人
式
を
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
成
人
式
を
企
画
・
運
営

す
る
実
行
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

　
「
成
人
式
に
参
加
し
て
よ
か
っ

た
！
」
と
み
ん
な
が
思
え
る
よ
う

に
、
仲
良
し
同
士
で
の
応
募
で
も
結

構
で
す
の
で
、
新
成
人
の
皆
さ
ん
の

応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
対
象
者

　

平
成
９
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
10

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
諫

早
市
に
居
住
す
る
人
ま
た
は
本
市

出
身
者

■
募
集
人
員
／
５
人
程
度

■
募
集
締
切
／
８
月
25
日
㈮

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
教
委
生
涯
学
習
課

通
院
送
迎
運
転
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
ほ
ほ
え
み
諫
早
」

で
は
、
人
工
透
析
の
た
め
に
透
析
施

設
へ
通
院
さ
れ
て
い
る
人
で
通
院
困

難
な
人
（
他
人
の
介
助
に
よ
ら
ず
移

動
が
困
難
、
単
独
で
公
共
交
通
機
関

を
利
用
で
き
な
い
な
ど
）
を
送
迎
し

て
く
だ
さ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

■
活
動
内
容

利
用
者
を
自
宅
か
ら
透
析
施
設
の

玄
関
ま
で
自
家
用
車
で
送
迎

■
活
動
日
時
／
月
曜
日
か
ら
土
曜
日

の
都
合
の
良
い
時
間
帯

（
７
時
20
分
〜
、
８
時
〜
、
14
時

〜
の
１
時
間
程
度
）

■
活
動
範
囲

　

諫
早
市
内
お
よ
び
周
辺
地
域

■
活
動
費

　

送
迎
間
の
ガ
ソ
リ
ン
代
を
支
払
い

※
講
習
会
受
講
な
ど
活
動
条
件
有
。

詳
し
く
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人　

通
院
送

迎
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ほ
ほ
え
み
諫

早
」（
八
天
町
７
・
16
）

　

☎
21
・
０
１
０
３

※
平
日
10
時
〜
14
時

種　目 日　程 会　場
開校式・体力測定 ８月31日㈭ 小野体育館

グラウンドゴルフ ９月７日㈭ 小野中学校グラウンド

ミニバレーボール ９月14日㈭ 小野体育館

グラウンドゴルフ ９月21日㈭ 小野中学校グラウンド

閉校式・ミニバレーボール ９月28日㈭ 小野体育館

　犬を飼い始めた人、しつけでお困りの
人など、飼い犬と一緒にぜひご参加くだ
さい。
■とき／９月９日㈯　10時～12時
※荒天時中止
■ところ／県央保健所車庫（栄田町26-49）
■内容／飼い犬と一緒に犬のしつけ方に
ついて学ぶ
■講師／松尾ゆきさん（ホワイトフィールド）
■定員／犬とその飼い主（家族可）10組
※参加費無料。要申込。犬は管轄市町へ
の登録があること、狂犬病予防注射、
混合ワクチンの接種、飼い主が制御で
きることなど条件があります。
■申込期限／８月31日㈭
■申込・問い合わせ先／長崎県動物愛護
推進協議会県央支部（県央保健所内）　
☎26-3305　

■日程など（時間：20時～22時）

※グラウンドが悪天候で使用できない場合、小野体育館でミニバ
レーボールを実施します。
※運動ができる服装、シューズ（屋内・屋外の両方）を準備してください。
■対象／市民　■参加費／無料　■申込期限／８月30日㈬
■申込方法／電話またはファクス（住所・氏名・年齢・連絡先を明
記）でお申し込みください。
※申し込みがない場合でも参加できますが、その際は各自でスポー
ツ保険に加入してください。
■申込・問い合わせ先
　市スポーツ振興課　☎22-2543　℻27-0111　
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放
送
大
学

平
成
29
年
度
第
２
学
期
学
生

　　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
な
ど
の
放
送

に
よ
り
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学

で
す
。

　

働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒
業

し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
で
、
幅
広
い

年
代
や
職
業
の
人
が
学
ん
で
い
ま
す
。

■
募
集
学
生

○
教
養
学
部

•
科
目
履
修
生
（
６
カ
月
間
在
学
）

•
選
科
履
修
生
（
１
年
間
在
学
）

•
全
科
履
修
生
（
４
年
以
上
在
学
し

卒
業
を
目
指
す
）

○
大
学
院

•
修
士
科
目
生
（
６
カ
月
間
在
学
）

•
修
士
選
科
生
（
１
年
間
在
学
）

■
出
願
期
限

　

９
月
20
日
㈬
（
必
着
）

※
資
料
請
求
は
無
料

■
問
い
合
わ
せ
先

　

放
送
大
学
長
崎
学
習
セ
ン
タ
ー

　
（
〒
８
５
２
・
８
５
２
１
長
崎
市
文

教
町
１
・
14
長
崎
大
学
文
教
キ
ャ

ン
パ
ス
内
）

　

☎
０
９
５
・
８
１
３
・
１
３
１
７

　

放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.ouj.ac.jp

　
　市上下水道局では、８月から翌年１月にかけて、計
量法に定める有効期間の満了を迎えるメータ－の取替
えを行います。
　取替対象となるお宅には、市上下水道局からメー
ター取替えのお知らせ通知を行うほか、委託業者から
取替期間などを記載した「上下水道メーター取替えの
お知らせ」を事前に配布します。
　メーター取替え後は、
一時的に空気や濁り水が
出ることがありますので、
使い始めに水を少し流し
てください。
　なお、メーター取替費
用は市上下水道局で負担
します。
■問い合わせ先／市上下水道局経営管理課

水道メーターの取替えを行います

　諫早市食生活改善推進員・運動普及推進員養成講座の受講生を募集します。
諫早市食生活改善推進協議会
　食生活改善推進員を養成し「親子料理教室」や「生活習慣病予防教室」などを通
して、市民の健康増進に取り組んでいます。
諫早市運動普及推進員協議会
　運動普及推進員を養成し「ウオーキング・ニュースポーツ・のんのこ体操・のん
のこ21サーキット」などを通して、市民の運動習慣の定着に取り組んでいます。

※受講決定については、可否に関わらず申込者宛てに通知します。
※養成講座終了後には、次年度より食生活改善推進員・運動普及推進員として、お住まいの地域で健康づくり活動
に参加します。
■申込・問い合わせ先
　諫早市食生活改善推進協議会・諫早市運動普及推進員協議会（事務局：健康福祉センター　☎27-0700）

対象者 とき ところ 定員 申込期限 内容

食生活改善推進員 全プログラム受講
可能な市民

９月～１月（全７回）
初回：９月21日㈭
14時～16時 健康福祉

センター

40人
程度

８月31日㈭
電話申込可

健康な食生活の推進に関する
知識・実技など

運動普及推進員
全プログラム受講
可能なおおむね65
歳以下の市民

９月～３月（全７回）
初回：９月４日㈪
９時30分～11時30分

20人
程度

８月18日㈮
電話申込可

健康づくりのための運動に関
する講話および実技で、やさ
しく楽しい健康づくりなど
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第
62
回
長
崎
県
美
術
展
覧
会
作
品

■
募
集
部
門

日
本
画
、
洋
画
、
彫
刻
、
工
芸
、

書
、
写
真
、
デ
ザ
イ
ン

■
募
集
期
間

　

８
月
１
日
㈫
〜
８
日
㈫

※
作
品
募
集
要
領
・
出
品
申
込
書

は
、
市
文
化
振
興
課
、
諫
早
市
美

術
・
歴
史
館
、
各
支
所
・
出
張
所

お
よ
び
諫
早
文
化
会
館
に
あ
り
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

県
展
事
務
局
（
県
美
術
館
内
）

　

☎
０
９
５
・
８
２
５
・
６
０
５
８

第
18
回
諫
早
市
中
学
生
・
高
校
生

文
芸
コ
ン
ク
ー
ル
作
品

　

私
た
ち
の
郷
土
・
諫
早
が
生
ん
だ

偉
大
な
詩
人
・
伊
東
静
雄
、
作
家
・

野
呂
邦
暢
、
脚
本
家
・
市
川
森
一
の

文
学
的
業
績
を
顕
彰
し
、
ま
た
そ
の

遺
志
が
末
永
く
継
承
さ
れ
る
と
と
も

に
、
青
少
年
の
文
学
的
な
創
作
活
動

が
活
発
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
、
文

芸
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
部
門

　

随
筆
、
詩
、
短
歌
、
俳
句

■
対
象
／
市
内
の
公
私
立
中
学
校
、

高
等
学
校
お
よ
び
特
別
支
援
学
校

に
在
籍
す
る
生
徒

■
応
募
方
法
／
諫
早
市
芸
術
文
化
連

盟
内
文
芸
コ
ン
ク
ー
ル
係
に
学
級
ま

た
は
学
校
で
取
り
ま
と
め
て
提
出

■
募
集
期
限
／
９
月
29
日
㈮

※
当
日
消
印
有
効

■
問
い
合
わ
せ
先

　

諫
早
文
化
会
館
芸
術
鑑
賞
会
内

　

中
野
さ
ん　

☎
25
・
３
９
１
０

小
学
生
「
い
さ
か
ん
」
ス
ケ
ッ
チ

コ
ン
ク
ー
ル
作
品

　

諫
早
湾
干
拓
地
の
美
し
い
風
景
を

ス
ケ
ッ
チ
し
た
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

■
対
象

　

市
内
の
小
学
校
に
通
う
児
童

■
副
賞
（
図
書
カ
ー
ド
）

　

最
優
秀
賞
（
５
、０
０
０
円
分
）

　

優
秀
賞
（
３
、０
０
０
円
分
）

　

入

選
（
５
０
０
円
分
）

※
別
途
参
加
賞
有

■
応
募
要
領
／
四
つ
切
サ
イ
ズ
で
、

諫
早
湾
干
拓
周
辺

の
ス
ケ
ッ
チ
に
限

る
。
作
品
の
裏
に

応
募
票
（
県
央
振

興
局
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
）
を
貼
付
し
、
通
学
し

て
い
る
小
学
校
ま
た
は
県
央
振
興

局
に
提
出

※
詳
し
く
は
県
央
振
興
局
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
「
い
さ
か
ん
ス
ケ
ッ
チ
コ

ン
ク
ー
ル
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
限
／
10
月
31
日
㈫

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

県
央
振
興
局
地
域
づ
く
り
推
進
課

　

☎
22
・
０
０
３
１

　自衛官採用試験を実施します。

■受付期限／９月８日㈮　※志願票は自衛隊諫早地域事務所で配布
■問い合わせ先
　自衛隊諫早地域事務所　☎22-4455
　または市民窓口課、各支所地域総務課

試験区分 試験期日 試験会場 応募資格

一般曹候補生 ９月17日㈰ 小野ふれあい会館 平成３年４月２日生
～平成12年４月１日生

航空学生 ９月18日㈪ 大村商工会議所

（海上自衛隊）
平成７年４月２日生
～平成12年４月１日生

（航空自衛隊）
平成９年４月２日生
～平成12年４月１日生

自衛官候補生
（男子） ９月21日㈭ 小栗ふれあい会館 18歳以上27歳未満

（採用予定月の１日現在）

自衛官候補生
（女子） ９月23日㈯ 大村商工会議所 18歳以上27歳未満

（採用予定月の１日現在）

　親子で一緒に、夏休みの宿題を作り
ませんか？
■とき／８月20日㈰　９時～11時30分
■ところ
　県立諫早技能会館（宇都町22-76）
■対象者／小・中学生とその保護者
■定員／20家族
■内容
•マイホーム貯金箱
•ウッドバーニング
■参加費
　無料
■申込期限／８月17日㈭
　受付：月曜～金曜日　９時～17時
■申込・問い合わせ先
　長崎県央職業訓練協会
　（県立諫早技能会館内）
　☎22-0036　℻22-9397
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本
庁
定
期
開
催
分
（
８
月
）

　
と
こ
ろ
／
市
民
相
談
室
（
高
城
会
館
３
階
）

　

問
い
／
市
民
相
談
室

　

☎
22
・
３
１
１
３

※
お
車
で
お
越
し
の
際
は
市
役
所
前

広
場
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
法
律
相
談
】

　

７
日
㈪
、
23
日
㈬
、
30
日
㈬

　

13
時
〜
16
時
（
事
前
予
約
制
）

※
市
内
居
住
者
で
、
同
一
の
相
談
に

つ
い
て
原
則
１
回

【
遺
言
・
契
約
等
相
談
】

　

22
日
㈫　

13
時
〜
16
時

【
登
記
相
談
】

　

８
日
㈫　

10
時
〜
15
時

【
不
動
産
相
談
】

　

１
日
㈫　

９
時
〜
12
時

【
交
通
事
故
相
談
】

　

29
日
㈫　

10
時
〜
16
時

【
人
権
相
談
】

　

３
日
㈭
、
10
日
㈭　

　

10
時
〜
15
時

※
支
所
定
期
開
催
分

　

多
良
見
支
所
相
談
室

　

24
日
㈭　

９
時
〜
13
時

　

飯
盛
支
所
相
談
室

　

３
日
㈭　

10
時
〜
15
時

　

高
来
支
所
小
会
議
室

　

３
日
㈭　

９
時
〜
13
時

　

小
長
井
支
所
相
談
室

　

10
日
㈭　

９
時
〜
13
時

【
行
政
相
談
】

　

４
日
㈮
、
18
日
㈮
、
25
日
㈮

　

10
時
〜
15
時

※
支
所
定
期
開
催
分

　

多
良
見
支
所
相
談
室

　

25
日
㈮　

10
時
〜
13
時

　

森
山
支
所
相
談
室

　

18
日
㈮　

10
時
〜
13
時

　

飯
盛
支
所
相
談
室

　

18
日
㈮　

10
時
〜
13
時

　

高
来
支
所
相
談
室

　

18
日
㈮　

10
時
〜
13
時

　

小
長
井
支
所
相
談
室

　

18
日
㈮　

10
時
〜
13
時

【
消
費
生
活
相
談
・
一
般
相
談
】

　

毎
週
月
〜
金
曜
日
（
祝
日
・
年
末
年
始
除
く
）

　

８
時
30
分
〜
17
時

　
と
こ
ろ
／
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
、

各
支
所
地
域
総
務
課

　

問
い
／
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

☎
22
・
３
１
１
３

そ
の
他
開
催
分
（
８
月
）

【
認
知
症
専
門
相
談
】

　

４
日
㈮　

13
時
30
分
〜
16
時

　
と
こ
ろ
／
市
役
所
本
館
２
階
２
・
１
会
議
室

　

対
象
／
認
知
症
や
そ
の
心
配
が
あ

る
高
齢
者
・
家
族
な
ど

　

内
容
／
認
知
症
の
人
へ
の
対
応
、

医
療
や
介
護
な
ど

※
要
予
約
・
相
談
無
料
。
相
談
日
以
外
で
も

認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
が
対
応
し
ま
す
。

　

申
込
・
問
い
／
市
高
齢
介
護
課

【
草
花
・
樹
木
に
関
す
る
相
談
】

　

２
日
㈬
、
16
日
㈬
、
23
日
㈬
、

　

30
日
㈬　

９
時
〜
16
時

　
と
こ
ろ
／
市
役
所
本
館
玄
関
ホ
ー
ル

　

９
日
㈬　

９
時
〜
16
時

　
と
こ
ろ
／
高
来
支
所

　

問
い
／
市
緑
化
公
園
課

【
少
年
セ
ン
タ
ー
相
談
（
い
じ
め
・
不
登
校
）】

　

毎
週
月
〜
金
曜
日
（
祝
日
・
年
末
年
始
除
く
）

　

９
時
〜
17
時

　
と
こ
ろ
／
野
中
町
５
０
８
・
８

　

問
い
／
市
少
年
セ
ン
タ
ー

　

☎
24
・
３
７
３
７

長
崎
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
出
張
窓

口
（
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
た
め
の
経
営
相
談
所
）

　

８
月
24
日
㈭　

９
時
〜
17
時

　
と
こ
ろ
／
諫
早
図
書
館

※
要
予
約
・
相
談
無
料

　

内
容
／
販
路
開
拓
、
経
営
改
善
な

ど
経
営
上
の
あ
ら
ゆ
る
相
談

　

問
い
／
長
崎
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点

　

☎
０
９
５
・
８
２
８
・
１
４
６
２

日
本
政
策
金
融
公
庫

創
業
サ
ポ
ー
ト
デ
ス
ク
in
諫
早
市

　

８
月
９
日
㈬　

13
時
〜
16
時

　
と
こ
ろ
／
諫
早
商
工
会
議
所

※
要
予
約
・
相
談
無
料

　

内
容
／
事
業
計
画
策
定
、
資
金
調

達
な
ど
創
業
前
後
の
事
業
運
営
全

般
に
関
す
る
相
談

　

問
い
／
諫
早
商
工
会
議
所
中
小
企

業
振
興
部　

☎
22
・
３
３
２
３

　臨時福祉給付金（経済対策分）の申請受付は、10月20日㈮までです。支給対象となる可能性がある人へ、４月
に申請書類を送付していますので、支給要件などを確認のうえ、早めに申請してください。

臨時福祉給付金の申請はお済みですか？　

■支給要件
　平成28年度の市民税（均等割）が課税されていないこと
※ただし、課税されている人の扶養親族などや、生活
保護などの受給者は対象外です。
■支給額／対象者１人につき15,000円（１回限り）

◆「振り込め詐欺」にご注意ください！
　市役所職員などが、銀行・コンビニなどのATM（現
金自動預払機）の操作をお願いすることや、手数料
などの振込を求めることは絶対にありません。
■問い合わせ先／市臨時給付金室
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暑さを避ける
○室内では･･･
　•扇風機やエアコンで温度を調節
　•遮光カーテン、すだれ、打ち水を利用
　•室温をこまめに確認
○外出時は･･･
　•日傘や帽子の着用　•日陰の利用、こまめな休憩
　•天気の良い日は日中の外出をできるだけ控える
○からだの蓄熱を避けるために･･･
　•通気性の良い、吸湿性・速乾性のある服装を着用
　•保冷剤、氷、冷たいタオルなどで体を冷やす
こまめに水分を補給する
室内でも外出時でも、のどの渇きを感じなくてもこま
めに水分・塩分、経口補水液などを補給する

※暑さの感じ方は、人によって異なり、その日の体調や
暑さに対する慣れなどが影響します。体調の変化に気
を付けましょう。
※高齢者や子ども、障害者の人は特に注意が必要です。
熱中症患者のおよそ半数は
65歳以上の高齢者。高齢者
は暑さや水分不足に対する
感覚が鈍くなったり、暑さ
に対する体の調節機能が低
下しているので特に注意が
必要です。
※節電を意識するあまり、熱中症予防を忘れないようご
注意ください。
■問い合わせ先／健康福祉センター　☎27-0700

　８月15日㈫の精霊流しについて、精霊船の流し場（集積場）と持ち込み時間を指定します。
　不法投棄をしないようご協力をお願いします。
　なお、全長２ｍ以上の船は、８月８日㈫までに警察署への届出が必要になります。
　詳細は諫早警察署交通課（☎22-0110）へお問い合わせください。
■注意事項（詳しくは、お問い合わせください）
①精霊船などは、集積場ごとに指定した持ち込み時間内に持ち込む。
②精霊船は、燃える物と燃えない物に分別するので針金を多用しない。
③バッテリー・爆竹などの発火性可燃物の持ち込みはしない。
④こもなどを集積している所に、火の付いた線香などを置かない。
⑤精霊船の中に故人を偲ぶ書籍・衣類や灯籠がある場合は持ち帰る。
⑥書籍・衣類や灯籠のみでの持ち込みはしない。
⑦集積場では係員の指示に従う。　⑧集積場内で爆竹などを使用しない。
■問い合わせ先／市福祉総務課または多良見・高来・小長井支所地域総務課

地域 地区名 集積場所 持ち込み時間 備考

諫早
中央地区 八天町光江橋下流の本明川河川敷

18時～21時

集積場に搬入さ
れた人は、果物
類や生ものは持
ち帰ること

真津山・西諫早地区 日大第２グラウンド脇の空き地

多良見

西川内
市布公民館敷地

19時～21時

上市・下市・山中・多良見団地
喜々津団地
丸尾２区

喜々津中央公園中里・井樋ノ尾・丸尾１区・福井田・
阿蘇
化屋・大島・停車場

シーサイド北公園
シーサイド１・２・３・４区
木床１・２区

大四郎渕グラウンド脇の空き地
（喜）船津
大草地区・伊木力地区 西部グラウンド東側の空き地

高来
湯江・宇良地区 下里団地から東へ150ｍの旧海岸降り口付近

19時～21時
小江・深海地区 ユートクから南へ下った旧護岸堤防付近

小長井 小長井地区 長里グラウンド側ストックハウス横 19時～21時

※今年度から久山町旧久山港跡地（諫早地域）への持ち込みができませんのでご注意ください。
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手当の種類 提出期間（土・日・祝日を除く） 提出窓口

児童扶養手当 ８月１日㈫～31日㈭
市こども支援課
各支所地域総務課

特別児童扶養手当

８月14日㈪～９月11日㈪
特別障害者手当 市障害福祉課
障害児福祉手当 各支所地域総務課
経過措置福祉手当
※市心身障害児福祉手当については、現況届の提出は不要です。

■児童扶養手当制度とは
　ひとり親世帯などで、18歳に達する日以降の最初の３
月31日までの間にある児童または一定の障害のある20
歳未満の児童を養育する人で、定められた所得などの
要件を満たす人に手当を支給する制度です。
■支給対象者（要件）は
　次のいずれかに該当する児童を監護し、かつ、生計を
同じくしている場合に支給します。
①父母が離婚した児童
②父または母が死亡した児童
③父または母が一定程度の障害の状態にある児童
④父または母の生死が明らかでない児童
⑤父または母が裁判所からのＤＶ保護命令を受けた児童
⑥母が婚姻によらないで懐胎した児童
⑦その他（遺棄されている児童など）
■児童扶養手当を受給するためには
　市役所へ申請し、認定が必要です。市こども支援課ま
たは各支所地域総務課で申請を受け付けます。
■受給額は
　認定をされると児童１人の場合42,290円支給されま
す。一定額以上の所得があるときは、所得に応じて10
円単位で減額されます。遺族年金・障害年金などの公
的年金を受給しているときは、年金との差額での受給
となります。
　また、認定から一定の期間（約５年）を過ぎると、就
労しているなどの条件を満たさない場合にこの半額の
受給となります。

■所得制限については
　支給対象者、または同居の親族など（児童の祖父母な
ど）について、それぞれ所得制限があります。所得制
限の額については扶養親族の数によって異なります。
前年（１月～６月までに請求する場合は前々年）の所
得が限度額を超えると手当が支給されないことがあり
ます。
　また、養育費を受けた場合は、その８割が所得に加算
されます。
■所得制限限度額表

■申請手続きに必要なものは
①戸籍謄本　②住民票　③印鑑　④通帳
⑤借家にお住いの人は賃貸契約書
⑥平成29年１月２日以降諫早市に転入された人は、前住
所地の所得証明書
◎次に該当する人は支給されない場合があります
•児童が児童福祉施設に入所して
いる人
•児童が里親に委託されている人
■問い合わせ先
　市こども支援課

全部支給（月額） 一部支給（月額）

児童が１人の場合 42,290円 42,280円～9,980円

児童が２人の場合 9,990円加算 9,980円～5,000円加算

３人目以降 5,990円加算 5,980円～3,000円加算

扶養親族
などの数

支給対象者
（父または母）

同居の親族など
（祖父母など）

全部支給 一部支給 全部支給

０人 19万円未満 19万円以上
192万円未満 236万円未満

１人 57万円未満 57万円以上
230万円未満 274万円未満

２人 95万円未満 95万円以上
268万円未満 312万円未満

３人 133万円未満 133万円以上
306万円未満 350万円未満

　各種手当の現況届は、受給者および同居の扶養義務者の前年中の所得や、現在の生活状況などを確認し、手当支
給について審査するための届です。
　現況届の提出がないと８月分からの手当が受けられませんので、必ず期間内に提出してください。
　なお、現況届提出の詳しい案内は、受給者の皆さんに提出期間の前までに郵送します。
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　毎年８月は「道路ふれあい月間」です。
この期間には、道路とふれあい、道路の役
割およびその重要性について理解を深めて
いただくため、全国でさまざまな催しが行
われます。
　本市でも道路ふれあい月間にちなんだイ
ベントを行いますので、ご参加ください。
■とき／８月10日㈭　14時～16時
■ところ／市役所本館１階玄関ホール
■内容
　道路に関する相談コーナー、道路に関す
るグッズなどの配布
■問い合わせ先／市建設総務課

　市では、失業や災害など家計の急変により高校などへの就
学が困難となった人に対する緊急支援奨学生を随時受け付け
ています。
■対象／次の全てに該当する人
①家計の急変事由が発生してから12カ月を経過していない人
②市内に住所を有する人の子
③高校などに在学する人
　（専修学校などにあっては、修業年限が２年以上の課程）
■貸付額など

■申込・問い合わせ先／市教委教育総務課

区分 貸付額
（月額） 貸付期間 備考

○高等学校
○高等専門学校
○専修学校
  （高等課程）

10,000円
または
20,000円 家計急変の事

由が生じた日
の属する月の
翌月から採用
年度の末まで

採用した年度末にお
いてもなお奨学金が
必要であると認めら
れた場合は翌年度も
貸付を継続できます

○専修学校
  （専門課程）
○短期大学
○大学

10,000円
または
20,000円
または
30,000円

■受講料／無料（テキスト代などは自己負担有）※万全な就職支援体制で高い就職率（平成28年度９月修了生実績：94.4%）
■10月入所コース（本訓練：訓練期間６カ月）　　　　　　　　　　 　　　　　　　☆の日は訓練体験ができます

■12月入所コース（導入講習：訓練期間１カ月）　　                                         ☆の日は訓練体験ができます

　

※１おおむね45歳未満の若年者が対象
導入講習：コミュニケーション能力やビジネスマナーなど、就職能力と訓練コースの基礎的能力を習得
導入講習修了後は１月入所コースに合流（本訓練を行う）
■平成30年１月入所コース（本訓練：訓練６カ月）　※定員は12月入所者を含む。　☆の日は訓練体験ができます

※２おおむね45歳未満の若年者を対象とした企業実習を組み合わせた訓練
■問い合わせ先／ポリテクセンター長崎　訓練課　☎22-2324

訓練科名 定員 コース 募集期間 施設見学会 選考日 合格発表 訓練期間
機械加工技術科 15

10月 ７月20日㈭
～９月１日㈮

　７月13日㈭
　８月４日㈮
☆８月25日㈮
　９月５日㈫

９月13日㈬ ９月25日㈪ 10月４日㈬
～平成30年３月29日㈭

溶接施工科 15
電気設備技術科 15
設備管理科 24
住宅リフォーム技術科 18

訓練科名 定員 コース 募集期間 施設見学会 選考日 合格発表 訓練期間
機械加工技術科 2

12月 ９月20日㈬
～11月１日㈬

☆10月27日㈮
　11月７日㈫ 11月14日㈫ 11月24日㈮

12月５日㈫
～12月26日㈫

以後１月入所コースに合流

溶接施工科 2
電気設備技術科 2
設備管理科 2
住宅リフォーム技術科 2
テクニカルメタルワーク科 ※１ 2

訓練科名 定員 コース 募集期間 施設見学会 選考日 合格発表 訓練期間
機械加工技術科 15

１月 10月20日㈮
～12月１日㈮

　11月７日㈫
☆11月24日㈮
　12月５日㈫

12月12日㈫ 12月22日㈮ 平成30年１月５日㈮
～６月28日㈭

溶接施工科 15
電気設備技術科 15
設備管理科 24
住宅リフォーム技術科 18
テクニカルメタルワーク科 ※２ 12
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平成28年度消費生活相談内訳

順位 商品・役務名 件数
１位 アダルト情報・出会い系サイトなど 184件
２位 サラ金・フリーローンなど 71件
３位 保健・福祉など 57件
４位 架空請求はがきなど 46件
５位 不動産貸借 34件
６位 工事・建築・加工 30件
７位 健康食品 24件
８位 インターネット通信サービス 24件
９位 修理・補修 21件
10位 自動車（新車・中古車） 17件

相談件数上位の商品・役務 平成28年度市民相談件数内訳

◎「アダルト情報・出会い系サイトなど」は、20歳代未満
～60歳代までの年齢層で一番多く、70歳以上でも３番目
に多い相談です。
◎「サラ金・フリーローンなど」は、融資サービスなどに
関する相談です。
◎「保健・福祉など」は、保険料や医療費の払い戻しを名
目に行われる還付金詐欺といった不審な電話などに関す
る相談です。
◎「架空請求はがきなど」は、身に覚えのない未納金があ
る旨のはがきなどに関する相談です。
◎「不動産貸借」は、店舗・事務所や借地、貸家、賃貸ア
パートなどに関する相談です。
◎「工事・建築・加工」は、造成、新築、増改築工事や屋
根・壁の全面塗り替えといった大がかりな工事などに関
する相談です。
◎「健康食品」は医薬品に該当しない健康食品に関するも
ので、高齢になるほど多い相談です。
◎「インターネット通信サービス」は、プロバイダ、イン
ターネット回線の料金やサービス内容などに関する相談
です。

特殊詐欺から財産を守るために
○家族や地域のコミュニケーションを図る
　

　
　特殊詐欺の被害を防ぐためには、普段から家族で
頻繁に連絡を取り合い、また、地域の身近な人た
ちの間で相互に声を掛け合い、詐欺の被害防止に
関する情報を共有することが大切です。

○留守番電話を利用する
　特殊詐欺に関する知識があっても、
犯人の巧みな話術や犯行手口によっ
て、被害に遭う事例が見られます。
常に留守番電話の状態に設定してお
き、犯人と直接対話する機会を遮断
することをお勧めします。
　　　　　　　（市消費生活センター・市民相談室）

年齢別件数相談件数

★平成28年度の救済金額（市消費生活センターに相談し、
　被害を救済できた金額）　約2,976万2千円

※その他、近隣トラブル、金銭の貸借などの相談も含め
1,051件を受理しています。

この前、
変な電話が
あって・・
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■とき／９月10日㈰
※雨天決行
■ところ／諫早ゆうゆうラ
ンド干拓の里ほか

■参加資格
　中学生以上で１チーム６
人以上８人以内（選手６
人、補助選手２人）

※男女混合、女性のみ、中・高校生のみのチームも可
■競技方法／１区：ランニング、２区：水泳、３区：
ランニング、４区：自転車、５区：ランニング、６
区：ガタスキー＋ランニング

※区間、コースは変更する場合があります。
■参加費
　１チーム10,000円（スポーツ傷害保険料、参加賞含む）
※ただし、中・高校生のみのチームは5,000円
■表彰区分／一般の部、女性の部、中・高校生の部
■定員／90チーム
■申込期限／８月２日㈬
■申込方法／市スポーツ振興課、各支所地域総務課お
よび各体育館に備え付けの申込書（市ホームペー
ジからもダウンロード可）に記入の上、参加費と切
手を貼付した返信用封筒を添えて、直接持参また
は郵送でお申し込みください（ファクス不可）。

■申込・問い合わせ先
　いさはや楽しむスポーツ実行委員会事務局
　（市スポーツ振興課内）　☎22-2543

■とき／８月27日㈰　８時～
※雨天時：９月10日㈰
■ところ／なごみの里運動公園
■問い合わせ先
　多良見地域ソフトボール大会実行委員会　☎43-1111

　沖縄の民謡からポップスまで沖縄一色のステージで
す。全団員による迫力のあるエイサー踊りもお楽しみ
ください。
■とき／８月13日㈰　13時開演（12時30分開場）
■ところ／諫早文化会館　大ホール
■テーマ／「琉球の風に吹かれて」～美ら海の調べ～
■入場料／無料
■問い合わせ先
　諫早ジュニア合唱団育成会　西川さん　☎43-5218

　毎年、約60団体6,000人が
参加するイベント「のんの
こ街踊り」に、学校、企業、
団体、グループなどで参加
しませんか。
　今年もコンテストを行い
ますので、奮ってご参加く
ださい。
■とき／９月16日㈯
　12時30分～19時（予定）
■コース
　アエル中央商店街～本舞台（途中休憩有）
■部門／まつりのんのこ、新のんのこ、道行き
※部門ごとに表彰し、記念品を差し上げます。募集要
項・申込書は、まつり公式ホームページからダウン
ロードできます。

■申込・問い合わせ先
　諫早商工会議所業務課　☎22-3323

　航海の安全や大漁を
願う「龍神祭」に合わ
せて、青少年の健全育
成を目的に小・中学生
が参加するペーロン競
漕が行われます。
■とき
　８月13日㈰　９時～
■ところ／江ノ浦漁港
■問い合わせ先
　江ノ浦子供ペーロン愛好会　☎48-1212

　飯盛が誇る自然の造形、飯盛沿岸の見どころを遊覧
する船が出ます。
■とき／９月３日㈰
　第１便：９時30分～　第２便：13時～
■ところ／田結港船着き場
※乗船には予約が必要です。
■申込・問い合わせ先
　地域づくり「まち歩き」実行委員会
　佐田さん　☎48-0563
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▼二学期の準備「ぞうきん作り」
■とき／８月23日㈬　13時～　
■対象／小学生（定員15人）　
■参加費／無料　※タオル１枚持参

▼すいかわり
■とき／８月19日㈯　14時～　
■対象／小学生（定員20人）　
■参加費／無料

▼館長講座「諫早の出来事と変化」
■とき／８月５日㈯　10時30分～12時
■ところ／美術・歴史館２階　研修室
■対象／高校生以上（定員30人程度）
※受講料無料。事前申込不要

　山に親しむ機会を得て山の恩恵に感謝するために制
定された「山の日」に、轟峡一帯でさまざまな催しが
行われます。
■とき／８月11日㈮　10時～15時
■ところ／轟峡一帯
■内容
　森の工作、森のおさんぽ、森のペンキ屋さん、森で
クッキング、森のヨガ、森のバーベキュー、自然
探検ビンゴなど

※事前申込が必要なイベントもありますので、詳しく
はお問い合わせください。

■問い合わせ先
　（一社）諫早観光物産コンベンション協会　☎22-8325

　ホームゲームでは、皆さんの熱い声援が選手の力と
なります。ぜひ、スタジアムへ足を運び観戦ください！
【ホームゲーム開催予定】

８月５日㈯　19時～
（諫早市民みんなで応援ＤＡＹ） VS　ＦＣ岐阜

８月11日㈮　19時～ VS　湘南ベルマーレ

■ところ／トランスコスモススタジアム長崎

８月５日㈯は諫早市民みんなで応援ＤＡＹ！
～先着3,000人の市民を無料で招待～
（大人1,000人　小・中・高生2,000人）

■チケット引換方法／諫早市民であることを証明する
もの（免許証など）と諫早市民みんなで応援ＤＡＹ
のチラシ（広報諫早８月号と一緒に配布）に必要事
項を記入の上、スタジアム内の「諫早市特設ブー
ス」へお越しください。

■チケット引換時間／16時30分～19時（時間厳守）
※小・中学生は必ず保護者同伴でお願いします。
○Ｖパスポートをお持ちの人には諫早ブースで使える
200円の商品券をプレゼント！

○地元名産品やＶ・ファーレングッズが当たる抽選会
などさまざまなイベントも開催します。

■問い合わせ先／市スポーツ振興課　☎22-2543

コスモス花宇宙館　☎23-9003

高来西児童館　☎32-5204

高来東児童館　☎32-5858

諫早市美術・歴史館　☎24-6611

▼溝上強怪画展　－なんでもアート展－
■とき／８月３日㈭～30日㈬
※毎週月曜日・８月15日㈫休館

▼スポーツ吹矢体験
■とき／８月５日㈯　13時～15時
■対象／どなたでも

▼グラスキャンドルづくり　～夏休み～
■とき／８月６日㈰　10時30分～11時30分、14時～15時
■対象／４歳以上（小学校低学年以下は保護者同伴）
■定員／各15人（予約優先）　■材料代／1,000円

▼指で描くパステルアート教室　～宇宙～
■とき／８月６日㈰　11時～12時、14時30分～15時30分
■対象／４歳以上（小学校低学年以下は保護者同伴）
■定員／各20人（予約優先）　■材料代／1,000円

▼特別観望会　ペルセウス座流星群観望会
■とき／８月12日㈯　21時～24時
※雨天・曇天時は中止

▼楽しい科学教室「虫の科学（足は何本？）」
■とき／８月17日㈭　10時～15時
■対象／小学生以上（小学２年生以下は保護者同伴）
■定員／20人（要予約）　■材料代／1,000円

▼押し花で万華鏡を作ろう！
■とき／８月20日㈰　13時～14時、14時30分～15時30分
■対象／小学生以上（小学校低学年は保護者同伴）
■定員／各10人（予約優先）　■材料代／1,000円

▼サイエンスワークショップ
　～シャボン玉の不思議～
■とき／８月27日㈰　11時～12時、14時～15時
■対象／小学生（保護者同伴であれば未就学児も可）
■定員／各20人（予約優先）　■材料代／100円
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▼平和を考えるピースアクション！
　～ピースアニメ鑑賞と平和の木を作ろう～
■日８月１日㈫10時～11時30分　■場小
栗ふれあい会館　■内平和について学
ぶためアニメ鑑賞などを行い、メッ
セージで平和の木を作成する　■対子
ども・成人　■定50人程度　■申７月31
日㈪　■持飲み物・タオル

▼お仕事探検！干拓の里編
■日８月24日㈭10時～14時　■場干拓の
里　■内干拓の里で働いている人のお
仕事について調べてみよう　■対小学
生（低学年は保護者同伴）　■申８月
10日㈭　■料700円程度　■持弁当・水
筒　※汚れてもいい服装で

▼夏休みを利用しオリジナルの陶器
を作る

■日８月８日㈫・22日㈫（全２回）９
時30分～11時30分　■場陶芸ひろば彩
（小ヶ倉町：現地集合）　■内自分だけ
のオリジナル陶器を作る　■対小学生
（低学年は保護者同伴）　■定10人程度　
■申８月３日㈭　※材料代負担有

▼ゲームを取り入れた健康体操で心
も身体もリフレッシュ

■日８月21日㈪10時～11時30分　■場有
喜ふれあい会館　■内ゲームを取り入
れた健康体操　■対高齢者

▼パン屋さんの美味しいパン作りを
学ぶ

■日８月29日㈫９時
～12時　■場有喜ふ
れあい会館　■内パ
ン屋さんからプロのパン作りを学ぶ　
■対成人　■定20人　■申８月22日㈫　■持

エプロン・三角巾　※材料代負担有

▼楽しく身体を使って踊ってみよう♪
■日８月21日㈪10時～12時　■場本野ふ
れあい会館　■内身体を使ったゲーム
をしたり、リズムに合わせて踊って
みよう　■対小学生　■定20人　■申８月
９日㈬　■料100円程度　■持飲み物・
タオル・室内用運動靴　※動きやす
い服装で

▼食べ歩きの話（夏グルメ編）
■日８月１日㈫10時～12時　
■場中央公民館　■内食べ歩
きコラムニストの食の話
やほのぼのする話を楽しく聞きます

▼本格味噌作り講座
■日８月８日㈫10時～12時　■場中央公
民館　■内職人さんの指導で本格手作
り味噌を楽しく作ります　■対成人
■定20人　■申８月３日㈭　※材料代負
担有（重量３㎏５㎏で異なります）

▼おもちゃ病院
■日８月９日㈬10時～15時30分　■場中
央公民館　■内思い出が詰まった壊れ
たおもちゃをおもちゃドクターが修
理し、おもちゃの正しい使い方を指
導します　※部品代は実費負担

▼子どもまつり
■日８月17日㈭10時～14
時　■場中央公民館　■内

楽しく遊びながら国際
交流を学ぶ講座です。
今回は「アメリカを知
る」をテーマに、アメ
リカのゲーム、生活、アメリカ的給
食スタイル（ホットドックなど）を
楽しく体験・学習します　■対小学生　
■定100人　■申８月７日㈪　■料550円
（食事・資料代、保険料）

▼健康体操
■日８月24日㈭13時30分～15時30分
■場中央公民館　■内健康体操（肩こり
腰痛）やリズムにのって体を動かし
ます　■対成人　■申８月15日㈫

▼クリスタルサウンドで夏の疲れを
リフレッシュ♪

■日８月22日㈫10時
30分～12時　■場本
野ふれあい会館　
■内デトックス効果
もあると言われる水晶で作られた楽
器クリスタルボウルの音色で心も身
体もリフレッシュ　■対16歳以上　■定

16人　■申８月９日㈬　■持飲み物・ヨ
ガマットか広めのバスタオル・体に
掛けるタオルケットなど

▼夏休みファミリー自然体験
　（国立諫早青少年自然の家との共同講座）
■日８月６日㈰９時～15
時30分　■場国立諫早青
少年自然の家　■内自然
の中でピザ作りに挑
戦！楽しい沢登りにも
挑戦してみよう！沢ガニもたくさん
いて一緒に遊べるよ　■対小学生以上
と保護者　■定15組　■申７月31日㈪　
■料１人700円程度　■持着替え　※長
袖長ズボンで

▼子どもサマースクール
■日８月18日㈮10時30分
～13時30分　■場長田み
のり会館　■内今、世界
が注目しているトランプ大統領のア
メリカ合衆国を楽しく学んでみよ
う。楽しいコーナーがいっぱい。英
語にも挑戦してみよう　■対小学生以
上（幼児は保護者同伴）　■定40人　
■申８月８日㈫　■料１人500円程度

▼夏休み子ども講座「まんが道場」
■日８月２日㈬～４日㈮（全３回）９
時30分～11時30分　■場たらみ会館
■内４コマまんがの描き方を習って自
分の作品を作ってみよう　■対小学３
～６年生　■定10人　■申８月１日㈫

▼夏休み子ども講座「諫早消防署見学」
■日８月16日㈬９時30
分～11時30分　■場諫
早消防署　■内市民の
安全・安心のため活
躍する消防署の役割
を学ぼう　■対小学生　
■定20人　■申８月７日㈪

中央公民館　☎23-1160

小栗公民館　☎22-1533

多良見公民館　☎43-0049

有喜公民館　☎28-3110

本野公民館　☎26-0270

■日：日時　■場：場所　■内：内容　
■対：対象　■定：定員　■申：申込期限
■料：参加費　■持：持ってくるもの

申込・問い合わせは、各公民館へ
※講座によっては、応募多数の場
合は抽選となります。

※託児の対象年齢は、生後６月～
就学前です。

※申込期限のないものは、当日参
加可。当日受付です。小野公民館　☎22-0264

長田公民館　☎23-9024

右から左に読み進んでください
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▼夏休みこどもまつり
■日８月22日㈫10時～15
時　■場飯盛ふれあい会
館　■内外国の人とゲー
ムで楽しく遊ぼう！英
語が分からなくても大
丈夫。おっかなびっくりの大実験も
あるよ　■対小学生　■申８月10日㈭　
■持水筒・タオル　※参加費負担有

▼田結すこやか大学「暑さを乗り切
るための熱中症対策」

■日 ８月17日㈭13時
30分 ～15時30分　
■場田結公民館　■内

熱中症の予防と対
処方法を学びます　
■対成人・高齢者　■申８月10日㈭

▼夏休み子ども講座「海辺の生き物
観察」

■日８月19日㈯９時
～12時　■場田結公
民館　■内磯や海辺
の生き物を探して
自由研究に挑戦　■対親子　■定15組
（30人）　■申８月10日㈭　※小雨決
行。保険料負担有。公用バス利用

▼夏休みこどもまつり
　真空実験「しゅぽしゅぽ！」
■日８月22日㈫10時～12時　■場飯盛ふ
れあい会館　■内親子で楽しみながら
科学の不思議を体感しよう　■対親子　
■申８月10日㈭

▼大人もハマる石ころアート
■日９月７日㈭10時～12時　■場田結公
民館　■内天然の石を使いそのままの
形を活かしたアート作品を作ります　
■対成人　■定20人　■申９月１日㈮　※
材料代負担有

▼秋まき野菜栽培講習会

■日８月27日㈰13時30分～15時30分
■場高来会館　■内秋野菜の管理につい
て　■対成人　■定20人　■申８月18日㈮　
※材料代負担有

▼女性の健康～健診からの健康づくり～
■日８月３日㈭10時～11時30分　■場高
来西ゆめ会館　■内保健師による女性
のための健康づくりのお話　■対女性　
■定20人程度　■申８月２日㈬

▼高来スイーツ通り（和菓子編）
■日８月22日㈫10時30分～12時　■場高
来西ゆめ会館　■内高来には多くのス
イーツ店があります。今回は「名水
水まんじゅう」と「名水千年とう
ふ」を作ります　■対成人　■定16人
■申８月９日㈬　※材料代負担有

▼シルバー大学
■日８月１日㈫10時～11時30分　■場小
長井文化ホール　■内腸の健康「うん
知育教室」腸トレ体操　■対成人（シ
ルバー大学参加者）

▼川遊び体験
■日８月３日㈭９時～12時　■場高来町
境川（小長井文化ホール集合）　■内

生き物観察、魚釣り、調理、試食な
ど　■対小学３～６年生　■定20人　■申

７月24日㈪　■持水筒・タオル　※保
険料など負担有

▼平和学習
■日８月４日㈮８時50分～16時30分
■場長崎市内（小長井文化ホール集
合）　■内原爆資料館、稲佐山展望台
社会科見学　■対成人　■定35人　■申７
月24日㈪　■料800円（昼食代など）

▼おはなし会
■日８月12日㈯14時～14時30分　■場小
長井文化ホール図書室　■内絵本の読
み聞かせ　■対幼児・小学生

▼ファミリー・ツリー（家系図）を作ろう
■日８月17日㈭10時～11時30分　■場小
長井文化ホール　■内講話「自分の祖
先は江戸時代に何をしていたのだろ
う？自分のルーツをたどり家系図の
作り方を学ぶ」　■対成人　■定30人　
■申８月８日㈫

▼モノと暮らしを考える片付け講座
■日①８月22日㈫②８月29日㈫10時～
12時　■場小長井文化ホール　■内カー
ドを使い片付けにおいて収納よりも
大事な整理について楽しく体感する
①基本編②キッチン編　■対成人　■定

各24人　■申８月10日㈭　■持筆記用具

▼夏休み子ども講座「マジックの世界へ」
■日８月19日㈯10時～11時
30分　■場たらみ会館　■内

簡単なマジックを習って
友達を驚かせてみませんか　■対小学
４～６年生　■定15人　■申８月10日㈭

▼夏休み子ども講座「恐怖の館（ス
リラー館）」

■日８月24日㈭19時～21時　■場たらみ
会館　■内夏休み最後の思い出はやっ
ぱりこれ！あなたの度胸だめしにど
うぞ　■対小学生　■定40人　■申８月15
日㈫　※大人も参加可

▼明生大学（第３回）
■日８月31日㈭10時～11時30分　■場た
らみ会館　■内手口が巧妙になる詐欺
による被害が後を絶ちません。被害
者にならないための学習が大切です　
■対成人・高齢者

▼いきりき子ども映画館
■日８月７日㈪10時～12時　■場多良見
多目的研修館　■内アニメをみんなで
楽しもう
▼子ども工作ひろば

■日８月18日㈮９時30分～11時30分
■場多良見多目的研修館　■内木工作で
自分だけの作品を作ろう　■対小学生　
■定20人　■申８月10日㈭

▼ふしぎ？ふしぎ？科学手品
■日８月22日㈫10時～12
時　■場多良見多目的研
修館　■内あらっ？お
やっ？不思議な科学の
仕組みを考えてみよう　■対小学生
■定15人　■申８月10日㈭

▼親子お菓子作り
■日８月28日㈪10時～12時　■場多良見
多目的研修館　■内家庭で作れるお菓
子作りにチャレンジしましょう　■対

親子　■定20人　■申８月18日㈮

▼晩夏の手打ちそば体験講座
■日８月４日㈮13時
30分～16時30分
■場森山公民館　■内

森山のそばを使っ
て手打ちそばを作ります　■対成人
■定16人　■申７月28日㈮　■料500円程
度（材料代）　■持40㎝ボウル

高来西公民館　☎32-3126

小長井公民館　☎34-2201

伊木力公民館　☎44-1002

森山公民館　☎36-1116高来公民館　☎32-2111

飯盛公民館　☎48-0049

田結公民館　☎49-1111
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　６月22日、「いいもり月の丘温泉」の入館者数が200万人を
突破しました。記念すべき200万人目となったのは、飯盛町在
住の後田芳子さん。花束と記念品が贈呈され、くす玉割りで
お祝いしました。2003年のオープンから14年目での達成に、
後田さんも「これからも有効活用してほしい」と喜びました。

祝☆入館者200万人突破！

　７月９日、長田いこいの広場で「第27回長田地区さなぼり
まつり」が開催されました。地域の豊作をみんなで祈願した
後は、地域の保育園や小学校の子どもたち、各団体の皆さん
がソーラン節やおみこし、龍踊り、太鼓などたくさんの出し
物を披露。会場は大いに盛り上がっていました。

今年の豊作を祈願

　６月11日、飯盛町池下地区で「池下ペーロン大会」が開催。鯉のぼりと大
漁旗で飾られた漁港は旧暦のこどもの日を祝ったのが始まりで子どもた
ちを乗せたペーロン船をたくさんの見物人が見守っていました。その後、
ロープをナタで切る独特のスタートを切って市内外の５チームが熱戦を
繰り広げ、太鼓とドラの音が鳴り響いた１日でした。 　（市民記者　坂本）

６月に舞い上がる鯉のぼり

　６月20日、小長井町の柳新田で長里小学校と小長井小学校
の５年生38人が「古代赤米の田植え体験学習」に取り組みま
した。古代米の1つである赤米は、白米よりビタミン・ミネ
ラルが豊富で、赤飯のルーツとも言われています。田植えを
終えた子どもたちは、秋の収穫が待ち遠しい様子でした。

秋の収穫を楽しみに♪

　６月25日、高城会館で「ひとひと参感日」が開催されまし
た。 午前中は親子で楽しいサンドイッチ作りや、デザイン書体
験、女性のための護身術の講話や実技などたくさんの催しがあ
り、午後は、大原万里亜さんの講演で、特別支援学校時代の話
など参加者は熱心に聞き入っていました。　 （市民記者　江藤）

男女共同参画をもっと身近に

　６月17日、小野体育館で「交通安全子供自転車諫早地区大
会」が開催。交通安全の一環として行われており、市内の小
学生がジグザグや8の字コースなどにチャレンジし、技を競い
ました。実技テストと筆記テストの結果、森山東小学校が優
勝。7月28日に長崎市で行われる県大会への出場を決めました。

自転車も安全運転で
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　７月１日、昭和32年の諫早大水害から60年の節目に合わせた企
画展「水害×現代美術＋防災展」が行われている美術・歴史館。
今回初めて現代アート作品も展示しています。初日に行われた
ワークショップでは、子どもたちが着色した画用紙を折り鶴にし
て、鎮魂と祈りを込め、現代アート作品の中に飾り付けしました。

折り鶴に祈りを込めて
　７月２日、森山町下井牟田地域で「下井牟田グリーンツー
リズム田植え体験・交流」が行われました。家族で田植え体
験ができるとあって、毎年好評のイベント。今年は16家族33
人が参加しました。手植えの後は、機械での田植えもあり、
普段なかなかできない体験に大喜びの子どもたちでした。

田植えを通じて深める家族の絆

図書館で過ごすステキな１日
　７月２日、諫早図書館で「第16回諫早としょかんフェスティバル」が開催されました。これは諫
早図書館の誕生日を祝うイベントで、諫早図書館を中心に活動している25団体が集い、日ごろの活
動を紹介するさまざまな催しが行われました。
　絵本や紙芝居の読み語り、演奏会、ブックリサイクル、音訳録音体験などのほか、長崎ウエスレ
ヤン大学によるビブリオバトルや図書館のバックヤードを見学する「としょかんたんけん隊」、ち
いさい子のおはなし会など、大人から子どもまで楽しめる企画が盛りだくさん。訪れた人たちは思
い思いに館内を巡り、図書館や本への親しみを深めていました。
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　復職に向けての心身の準備、再休職防止のためのセルフ
ケアについて、ミーティングを通して学びます。
■とき／８月25日㈮　14時～15時30分
■ところ／県央保健所
■対象者／うつ病で休職中または復職された人
■申込・問い合わせ先
　県央保健所地域保健課保健福祉班　☎26-3306

　病気の早期発見と健康づくりの推進のため、節目の年齢の人を対象に下記の検診を実施しています。

○各種検診の実施医療機関については、市役所・各支所・各出張所などの窓口に設置している「検診
のお知らせ」をご覧いただくか、健康福祉センターへお尋ねください。

○健康手帳と健康保険証をご持参ください。健康手帳をお持ちでない人は医療機関で発行します。
※次に該当する人は、受診者負担が免除されますので、受診時に証明書を提示してください。
・市民税非課税世帯員…世帯主の市民税非課税証明書（市民税課、各支所、各出張所で有料発行）
・生活保護世帯員…保護金品支給証明書
■問い合わせ先／健康福祉センター　☎27-0700

検診の種類 受診対象者（年齢は平成30年３月31日現在） 検査内容 受診者負担額
骨粗しょう症検診 40、45、50、55、60、65、70歳の女性 骨量測定 400円
成人歯科検診 40、50、60、70歳の市民 歯周組織検査 400円
眼科健康診査 40、50、60歳の市民 眼底・眼圧検査など 600円

実施期間は、平成30年
３月31日までです。
ぜひ、受診しましょう。

　原爆被爆者の健康診断を次の日程で行います。対象者に
は長崎県健康事業団から通知します。
　また、健康診断を受けることができなかった人は、指定
された医療機関において「希望による一般健康診断および
がん検診」を年間を通して受けることができますのでご利
用ください。

■問い合わせ先
　長崎県健康事業団　☎43-7131

とき 時間 ところ

８月24日㈭
９時30分～11時 飯盛ふれあい会館
13時～14時 田結公民館

８月29日㈫
９時30分～11時 多良見多目的研修館
13時～14時 大草集落センター

８月30日㈬
９時30分～11時

多良見体育センター
13時～14時

８月31日㈭
９時30分～11時

多良見体育センター
13時～14時

　心の健康、児童生徒の問題行動、ひきこもり、認知症な
ど、精神保健に関する相談に精神科医師が応じます。
　相談は予約制です。事前にご予約ください。

■問い合わせ先
　県央保健所地域保健課保健福祉班　☎26-3306

とき 時間 ところ
８月３日㈭

14時～16時30分

県央保健所

８月８日㈫
８月18日㈮
８月24日㈭
（思春期相談）

15時30分～17時30分

８月28日㈪ 14時～16時30分

■ところ／県央保健所
■対象者
　ギャンブルの問題でお困りのご家族または知人の人
■申込・問い合わせ先／長崎こども・女性・障害者支援セ
ンター精神保健福祉課　☎095-846-5115

とき 時間 内容
９月５日㈫

13時30分
～15時30分

依存症とは？家族としての対応
10月10日㈫ 借金への対応
11月７日㈫ 当事者・家族からのメッセージ

■ところ／県央保健所
■対象者
　約６カ月以上、学校や職場に行かず自宅（家庭）にひき
こもっている状態の人を持つ家族

■申込期限／８月22日㈫
■申込・問い合わせ先
　県央保健所地域保健課　☎26-3306

とき 時間 内容
８月29日㈫

13時30分
～16時

ひきこもりの基礎知識
９月28日㈭ ひきこもりに伴う精神症状
10月10日㈫ 家族間のコミュニケーション
11月６日㈪ 解決へのステップ
11月29日㈬ 家族の体験発表
12月19日㈫ 当事者の体験発表・社会資源紹介
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妊婦とその家族を対象に、お産や母
乳、赤ちゃんとの生活についてのお
話や妊婦体験などを行います。
■とき／20日㈰　10時～12時
　（受付：９時30分～）
■ところ／健康福祉センター
■定員／15組　※要予約
■申込先／健康福祉センター☎27-0700

生後12月までのお子さんが対象です。
■日程（受付：13時～13時15分）

１日㈫ 多良見体育センター 西部

７日㈪ 森山保健センター 南部

22日㈫ 高来会館 東部

25日㈮ 飯盛ふれあい会館 西部

29日㈫ 健康福祉センター 中央

【４～５カ月児、10～11カ月児】
県内医療機関で個別健康診査を行って
います。それぞれ受診票が必要です。

【１歳６カ月児健康診査、２歳６カ月児
  歯科健康診査、３歳児健康診査】
対象者には前月に健診票を送付します。

生後12月までのお子さんが対象です。
■日程
とき 受付時間 対　象
３日
㈭

９時30分
～10時 ４～６カ月児

10日
㈭

９時30分
～10時 ７カ月～１歳未満児

■ところ／健康福祉センター

■とき／３日㈭　13時～15時
■ところ／市民センター
■ 問い合わせ先／認知症の人と家族
の会　渡部さん　☎26-1763

※乳児健康相談、離乳食教室、乳幼児
健康診査についてのお尋ねは、
健康福祉センター（☎27-0700）まで

　全問正解者の中から抽選で、毎月５人に図書カード
をプレゼント！答えのヒントは誌面の中です。はがき
に答えと住所、氏名、年齢、広報誌へのご意見を書い
て、８月４日㈮必着で秘書広報課までどうぞ！当選者
の発表は、発送をもって代えさせていただきます。
　Ｑ①こんなに便利！マイナンバー○○○
　Ｑ②○○○バンクに登録しませんか
　Ｑ③臨時福祉○○○の申請はお済みですか
　Ｑ④Ｖ・ファーレン長崎を応援しよう！
　　　諫早市民みんなで応援ＤＡＹはいつ？
　Ｑ⑤健康いさはや21応援キャラクター
　　　ｅ－○○○くん（スマート）
※前号の答え　①テレホン　②７月２日　③いさは屋
　④９　⑤健康福祉センター
※応募総数49通
※ご記入いただいた個人情報は、賞品発送など
　の目的以外には利用いたしません。

月…脚気にならないためには
火…人工膝関節置換術
水…子どもの水難事故
木…夏は外耳道にご注意！
金…銀歯による金属アレルギー
土・日…ＣＫＤ－慢性腎臓病－
※祝日・休日は前日のテーマが流れます。
■問い合わせ先／県保険医協会　☎095-825-3829

☎0120-555-203（携帯不可）　

子育ての中で感じる悩みや心配など
の相談に臨床心理士と家庭相談員が
応じます。お気軽にご相談くださ
い。※要予約（前日まで）
■とき／16日㈬　10時～12時
■ところ／市民センター
■問い合わせ先／市こども支援課

【のんのこ21サーキット】
（中程度体力者向けの筋力運動・有酸素運動）※要事前申込

毎週月曜日
※14日除く 13時30分～15時

健康福祉センター

たらみ会館

飯盛ふれあい会館
毎週水曜日
※16日除く 20時～21時30分 長田みのり会館

毎週木曜日
※17日除く 13時30分～15時 西諫早ふれあい会館

毎週金曜日
※11日除く 13時30分～15時 小野体育館

毎週金曜日 20時～21時30分 高来会館

【のんのこ体操】（低体力者向けの体操）※要事前申込
毎週水曜日
※16日除く 13時30分～15時 西諫早ふれあい会館

７日㈪・21日㈪ 13時30分～15時 本野ふれあい会館

※水筒・タオル持参。ペットとの参加は不可。教室開催に伴う
保険には加入していませんのでご了承ください。

■問い合わせ先／諫早市運動普及推進員協議会事務局　☎27-0700

健康いさはや21応援キャラクター
ｅ－サラオくん（スマート）

８月の市民ウオーキング、
ニュースポーツ教室は、
お休みします。
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【作り方】

【DATA】

定員／60人
住所
本明町212-1
(☎26-5015)

なすのカレー風味あえ
高来支部が考えたレシピです

ナス･……………………１本
ちりめんじゃこ…………15ｇ
オクラ……………………４本
カレー粉………小さじ１／４

サラダ油………大さじ１／４
酢…………大さじ１・１／２
塩…………………………少々

【材料】　２人分

①ナスは１㎝角の拍子切りにして、茹でるか電子レンジ（600Ｗ）で約３分加熱する。
②オクラはさっと茹で、１㎝の輪切りにする。
③フライパンにサラダ油を熱し、ちりめんじゃこを炒める。
④カレー粉を加えて炒め、香りが出てきたら火を止める。
⑤酢と塩を加え、水気を絞ったナス、オクラを加えてあえる。

★食改さんとして一緒に活動してみませんか？
　詳しくは、21ページをご覧ください。

１人分：41kcal

vol.75

　昭和46年に開園しました。緑豊かな山あいの田園地帯で、地域の皆さんに見守られ
のびのびとした日常を過ごせる環境です。何事にも一心に取り組む子どもたち。絵
画・英語・習字・手話教室のほか、毎朝のマラソンなどを通じて、体力や体感を養っ
ています。
　子どもたちの行動に共感して受け止めることや、１人ひとりに寄り添い、心身共に
子どもたちの成長の手助けとなるよう心がけ、日々の保育を行っています。
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